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製品概要 
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「止めない」設計思想を貫く 
高信頼ノンストップデータベース 

社会基盤を支えるために 
日立が自社開発にこだわり続ける純国産ＲＤＢＭＳ 

ハイアールディービー 

Highly Scalable Relational DataBase 

今まで培った信頼性をベースに 
クラウド時代を支える「ワンランク上の」 

高性能・高信頼データベースを目指します。 

１-１． 信頼性を追求してきたデータベース 
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HiRDBの種類 

演習では、HiRDB/Single Serverを使用します。 

解説 
HiRDB Serverには、HiRDB/Single ServerとHiRDB/Parallel Serverが同梱されます。 
単一ノードで動作するのが、HiRDB/Single Serverです。これに対して大量のトランザクショ 
ン処理性能を高めるために、複数ノードで負荷分散できるのが、HiRDB/Parallel Serverで
す。小規模から大規模なシステムまで、幅広く導入することができます。 

１-２． 

■単一ノードで動作するSingle構成 ■複数ノードで負荷分散させるParallel構成 

アプリケーション アプリケーション 

HiRDB/Single Server 

DB DB DB DB 

HiRDB/Parallel Server 

ネットワーク ネットワーク 
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簡易セットアップツールとは 

解説 
簡易セットアップツールは、HiRDBの環境構築を行うGUIツールです。 
HiRDB/Single Server、HiRDB/Parallel Serverの両方に対応しています。 
また、UNIX(R)上のHiRDBに対しても、Windows上のツールから環境構築できます。(*1) 

全OSの 

HiRDBサーバに 

標準付属！ 

１-３． 

(*1)ツールが存在するWindowsマシンから、 
HiRDBが存在するUNIXマシンへリモートシェルが 
実行できる環境を、事前に設定してください。 

カスタムセットアップでは、 
小規模・中規模・大規模の 
３種類のテンプレートを 
選択できます。 

標準セットアップでは、 
ボタン１つでHiRDBの 
環境構築ができます。 

ウィザードセットアップでは、 
任意のデータベースサイズで 
HiRDB環境が構築できます。 

環境構築後にHiRDBシステム
定義を更新することもできます。 

カスタマイズした環境を保存し、
別マシンへの配布できます。 
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HiRDB Configuration Assistantとは 

解説 
HiRDB Configuration Assistant （以下Configuration Assistantと呼びます）は、HiRDB環境の構築、 
保守作業を支援し、ＳＥ負担を軽減するGUI製品です。GUI上でHiRDBの構成を設定でき、定義ファイル 
やスクリプトも生成できるので、環境構築を行うSEの作業負担が軽減します。 

１-４． 

環境構築、GUI操作
で簡単・早い！ 

定義ファイル 

既設HiRDBシステム 
  からのインポート 

定義ファイル 

バッチファイル 

定義の生成 

■構成情報の定義 

保守作業も 
効率化！ 

設計ドキュメント出力 

構成図（画像ファイル） 

定義書(CSVファイル) 

POINT1 

POINT3 

POINT2 Configuration Assistant 

(*1)： V9.2のHiRDBサーバでは、Windows版にのみ付属しています。 

V9.3のHiRDBサーバから 

標準付属！(*1) 

略称はCA 

３つの特徴的な機能
があります。 
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HiRDB Control Managerとは 

■データベース格納状態の確認 

■ウィザードを用いたバックアップ・リカバリ 

バックアップやリカバリが 

ウィザード形式で実行できます。 

再編成など関連する操作
がすぐに実行できます。 

データベースの格納状態
が視覚的に確認できます。 

■HiRDBの起動・停止 

HiRDBの起動状態が 
１クリックで確認できます。 

解説 
HiRDB Control Manager（以下CMと呼びます）は、運用効率を高めるため、HiRDBサーバ 
の操作を簡素化するGUI製品です。HiRDBの起動・停止やバックアップ・リカバリ、再編成 
など煩雑な運用操作を簡素化し、運用管理者の負担を軽減します。 

CM-Agentは、全OSの 

HiRDBサーバに標準付属！ 

CM-Server、CM-Consoleは、Windows版 

HiRDBサーバに標準付属！ 

１-５． 

略称はCM 
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HiRDB SQL Executerとは 

解説 
HiRDB SQL Executer（以下Executerと呼びます）は、会話形式でSQLを実行する製品です。 
GUI画面やファイルから入力したSQL文を実行し、その実行結果をGUI画面やファイルに出力 
することができます。また、値を直接編集してデータベースに反映できます。 

GUI版は、Windows版 

HiRDBサーバに標準付属！ 

ラインモード版は、全OSの 

HiRDBサーバに標準付属！ 

１-６． 

指定した形式で、
結果をファイルに
出力できます。 

SQL Executer 

手入力だけでなく 
ファイルや履歴か
らも入力できます 

値を直接編集 
してデータベース
に反映できます 

テーブル名の一覧や 
ディクショナリ情報等を 
表示することできます 
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HiRDB SQL Tuning Advisorとは 

SQL Tuning Advisor 

■トレース解析 

■アクセスパス解析 

■インデクス提案 

非効率なSQLを 
すばやく特定可能 

アクセスパスや中間結果等を統合的
に把握でき、原因を容易に特定可能 

■インデクス使用状況 

■シミュレーション機能 

丌要リソースも 
容易に削除可能 

修正するSQLの 
検討作業を効率化 

SQLに適した 
インデクスを提案 

解説 
HiRDB SQL Tuning Advisor （以下Tuning Advisorと呼びます）は、SQLのチューニング 
作業をわかりやすくガイダンスするGUI製品です。性能上問題のあるアプリケーションから 
非効率なSQLをすばやく特定し、そのSQLの問題点を容易に特定できます。 

１-７． 

発見 

原因特定 

対策立案 

略称はTA 
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１-８． HiRDB GUI製品の適用シーン 

製品 作業フェーズ 

HiRDB Configuration Assistant 

簡易セットアップツール 

HiRDB Control Manager 

HiRDB SQL Executer 

HiRDB SQL Tuning Advisor 

解説 以下のHiRDBのGUI製品は、作業フェーズ（構築、運用、アプリケーション開発、 
チューニング）のうちのどの場面で使用するかの対応を示します。 

構
築 

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ 

運
用 

ア
プ
リ
開
発 
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HiRDB GUI製品構成 

HiRDBクライアント HiRDBサーバ 
■システム構成例 

アプリケーション開発マシン 

運用／構成管理マシン 

(*1)：アプリケーション実行に必要なライブラリおよびドライバ類です。 
   C、C++、COBOLで埋め込み型UAPを開発する場合、HiRDB/Run Timeの機能 
   に加え、アプリケーション開発用のSQLプリプロセッサも含むHiRDB/Developer„s Kit 
   をご利用ください。 

(*2)：既設環境から構成情報を取り込む場合は、HiRDBサーバ側にExecuterが必要です。 

HiRDB/Single Server 

CM-Agent 

HiRDB/Run Time(*1) 

Executer 
Tuning 

Advisor 
アプリケ 
ーション 

CM - Console 

CM - Server 

解説 

ExecuterとTuning Advisorはアプリケーション開発マシン（HiRDBクライアント側）に配置します。 
HiRDB Control Manager （以下CMと呼びます）には、CM-Agent、CM-Server、CM-Consoleの３種類 
の製品があります。CM-AgentはHiRDBサーバ側に、CM-Server、CM-Consoleは運用管理マシン 
（HiRDBクライアント側）に配置します。 
Configuration Assistantは、構成管理用マシン、HiRDBサーバどちらに配置しても運用可能です。 

１-９． 

Configuration(*2) 

Assistant 

Configuration(*2) 

Assistant 
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演習概要の説明 

 

２ 

章扉１ 
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演習概要 

■システム概要 
A社では既に法人向けWebショッピングを行っていて、その販売管理システムをDB担当者で
あるあなたが管理しています。今回、個人向けにもWebショッピングを行うこととなり、法人向
けに使っている販売管理システム流用して、個人向け販売管理システムを構築、業務の検証
や運用を行うこととなりました。 
 
■演習の構成 
３、４章 Webショッピングのデータベースを構築します。 
５、６章 注文状況を分析する業務の性能検証やチューニングを行います。 
７、８章 バックアップ、リカバリやデータベース再編成などの、運用操作を行います。 

解説 ３章以降で実施する演習の概要について説明します。 

２-１． 
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演習のシステム構成① ２-２． 

■演習のシステム構成 

HiRDB/Single Server 

CM-Agent 

CM - Console 

CM - Server 

Executer Tuning Advisor 

OS：Windows 2003 

Configuration Assistant 

解説 演習では、HiRDBクライアントとHiRDBサーバを同一マシンに配置する構成としますので、 
すべて１台の演習マシンに配置しています。 

演習マシン 
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シングルサーバ(sds) 

システム 
ファイル 
システム 
ファイル 

ユニットステータス 
ファイル 

システムファイル RDエリア 

サーバ名：sds01 

ユニット識別子：unt1 

UNT1 HiRDBシステム名：HRD1 ポート番号:22200 

シングルサーバ(sds) 

システム 
ファイル 
システム 
ファイル 

ユニットステータス 
ファイル 

システムファイル RDエリア 

サーバ名：sds01 

ユニット識別子：unt2 

UNT2 HiRDBシステム名：HRD2 ポート番号:22201 

ホスト名（HOST1※1） 

UNT1のHiRDB 
環境を取り込む 

15 

演習のシステム構成② ２-３． 

解説 
演習では、一台のPC上に法人向けと個人向けの２つの販売管理システムを取り扱います（※2）。 
まず、法人向け販売管理システム（以下UNT1）についてHiRDB環境を新規に作成します。 
その後、UNT1を流用して、個人向けの販売管理システム（以下UNT2）を構築します。 
以降、UNT2に対して、性能検証、バックアップ、リカバリやデータベース再編成を行います。 

インストールディレクトリ
C:¥win32app¥hitachi¥hirdb_sUNT1 

インストールディレクトリ 
C:¥win32app¥hitachi¥hirdb_sUNT2 

性能検証、バックアップ、リカバリやデータベース再編成などを行います。 簡易セットアップツールで作成します。 

追加 

RDエリア 

※1：仮称。演習では、各PCのホスト名を設定します。 

※2：一つのサーバマシンで複数のHiRDBサーバを稼働させる形態をマルチHiRDBと呼びます。 
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論理構造 

■表関連図および列属性 

ORDER_NO（注文番号）  ：INT 
ORDER_DATE（注文日付）  ：CHAR（8） 
USER_CODE（会員番号）  ： INT 
GOODS_CODE（商品番号） ： INT 
GOODS_NAME（商品名）  ： CHAR（10） 
GOODS_COUNT（商品注文数） ： INT 
DELIV_FLAG（配送フラグ）  ： INT 
STATE1（予備情報１）  ： INT 
STATE2（予備情報２）  ： INT 
ORDER_MSG（注文メッセージ） ： CHAR（200） 

WEB_ORDERS（注文管理表） 

USER_CODE（会員番号）  ： INT 
USER_NAME（氏名）  ： CHAR(50) 
USER_BIRTH（生年月日）  ： CHAR(8) 
USER_ZIP（自宅郵便番号）  ： CHAR(8) 
USER_ADDR（自宅住所）  ： CHAR(500) 
USER_TEL1（電話番号１）  ： CHAR(16) 
USER_TEL2（電話番号２）  ： CHAR(16) 
USER_TEL3（電話番号３）  ： CHAR(16) 
USER_MAIL（メールアドレス） ： CHAR(100) 
DELIV_NAME（配送先氏名） ： CHAR(50) 
DELIV_ZIP（配送先郵便番号） ： CHAR(8) 
DELIV_ADDR（配送先住所） ： CHAR(500) 
DELIV_TEL（配送先電話番号） ： CHAR(16) 
USER_CLASS（会員区分）  ： CHAR(6) 
USER_NOTES（備考）  ： VARCHAR(250) 

WEB_USERS（会員管理表） 

通常は、インデクスも論理設計の段階で検討 
しますが、今回の演習では、Tuning Advisorを 
使って検討する方法を、後程ご紹介します。 

解説 演習では、Webショッピングの注文情報を管理するWEB_ORDERS表と、会員の情報を 
管理するWEB_USERS表の２つを使用します。 

２-４． 

WEB_ORDERSとWEB_USERSを
結合検索する場合の結合列です。 
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ユーザ構成 

解説 演習で作成する表は、WEBSHOPというユーザが所有します。 

◆WEBSHOP ： 演習表の所有者 

■演習システムのユーザ構成 

◆"root" ： インストール時に作成されるDBA権限保持者 

◆USER1 ： 簡易セットアップツールで作成するサンプルデータベースの 
         表の所有者 

２-５． 

※本演習では、ユーザIDのパスワードは、ユーザIDと同じです。 
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データベースの初期構築 

 

３．１ インストール 

３．２ HiRDB（UNT1）環境の構築 

３．３ HiRDB（UNT2）環境の構築 

３．４ HiRDBの起動確認 

３ 

章扉１ 
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HiRDB/Single Serverのインストール 

演習では、Windows版のHiRDB/Single Server 09-02を使用します。 
CMとExecuterは、HiRDB Serverに同梱されているものを使用します。 
インストールするマシンにCD-ROMを入れると、日立統合インストーラが起動しますので、必要な製品 
を選択してインストールください。 

解説 

以下の製品をチェックしてください。 
 HiRDB/Single Server 
 HiRDB SQL Executer 
 HiRDB Control Manager – Server 
 HiRDB Control Manager – Console 
 HiRDB Control Manager – Agent 

HiRDB Server Version 9を選択して、 
インストールを実行します。 

演習マシンは、インストール（UNT1とUNT2の2つに対して識別子付きセットアップ）が 
完了している状態です。インストール手順の詳細は付録を参照してください。 

３-１-１． 
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Configuration Assistantインストール 

Configuration Assistantは、01-01を使用します。 
CD-ROMのHiRDBCA.exeを起動して、インストールを実行してください。 
インストール方法については、付録を参照してください。 

解説 

Configuration Assistantも演習マシンにインストール済みです。 
インストール手順の詳細は付録を参照してください。 

３-１-２． 



© Hitachi, Ltd. 2012. All rights reserved. 21 

Tuning Advisorのインストール 

Tuning Advisorは、08-02を使用します。 
CD-ROMのSETUP.EXEを起動して、インストールを実行してください。 
インストール方法については、付録を参照してください。 

解説 

Tuning Advisorも演習マシンにインストール済みです。 
インストール手順の詳細は付録を参照してください。 

３-１-３． 
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環境変数の設定 

ExecuterとTuning Advisorが使用するHiRDBクライアントライブラリへのパスを 
PATH環境変数に追加してください。 

解説 

この環境変数は、演習マシンに設定済みです。 

「スタート」－「コントロールパネル」－「システム」の 
「詳細設定」タブで、「環境変数」ボタンを押します。 

「ユーザ環境変数」の環境変数「PATH」に、 
HiRDBクライアントライブラリへのパス 
（C:¥win32app¥hitachi¥hirdb_sUNT2¥CLIENT¥UTL）を
追加します。 

３-１-４． 

OSによって異なります。 
本例はWindows XPの場合です。 
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データベースの初期構築 

 

３．１ インストール 

３．２ HiRDB（UNT1）環境の構築 

３．３ HiRDB（UNT2）環境の構築 

３．４ HiRDBの起動確認 

３ 

章扉１ 
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HiRDBの物理構造  

演習に入る前にHiRDBの物理構造について説明します。 
RDエリアは、表やインデクスを格納するための、論理的な単位です。RDエリアは、複数の 
HiRDBファイルから構成されます。表やインデクスのデータは、HiRDBファイルに格納します。  
HiRDBファイルは、HiRDBファイルシステム領域に作成されます。 １つのHiRDBファイルの 
最大サイズは、64GBです。 

解説 

HiRDB解説 

表 

HiRDBファイルシステム領域1 HiRDBファイルシステム領域2 

HiRDB 

ファイル2 

RDエリア1 

HiRDB 

ファイル1 

HiRDB 

ファイル3 

RDエリア2 

インデクス 

RDエリアの最大サイズ 

最大1TBのRDエリアを構築することができます。 
１つのRDエリアを構成するHiRDBファイルの数は、
最大16です。64GB×16＝1TB になります。 

HiRDBファイルシステム領域とは 

◆HiRDBファイルを作成する領域です。HiRDB自  
    身で、独自のファイルシステムを実現しています。 
◆RAWデバイスや、OSのファイルシステム上の 
    ファイルに割り当てます。 

３-２-１． 
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演習の物理構造 

C:¥win32app¥hitachi¥hirdb_sUNT2¥area¥webdb 

WEB_ORDERS表およびWEB_USERS表のインデクス WEB_USERS表 WEB_ORDERS表 

ＲＤエリア 

表／インデクス 

ＨｉＲＤＢファイル 

ＨｉＲＤＢファイル 

システム領域 

■演習リソースの物理構造 

解説 演習で使用する表やRDエリアなどの物理構造について説明します。 

３-２-２． 
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ここから演習を始めます 

ここから実機を使用した 
演習を行います。 

最初に、講師が解説します。 
その後、講師実演に沿って演習を行っていただきますので、まずは解説の 
内容をご聴講ください。 
演習において、テキスト通りに操作できないなど、丌明な点があれば、 
随時質問してください。 

３-２-３． 
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演習内容説明 

  本演習では、簡易セットアップツールの標準セットアップを実行して、A社の法人向け 
  販売管理システム（UNT1）を構築します。 

■３．２章：HiRDB（UNT1）環境の初期構築 

３-２-４． 
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HiRDB環境の初期構築 

簡易セットアップツールの標準セットアップを選択して、UNT1にHiRDBの環境を構築します。 
標準セットアップでは、セットアップディレクトリ（HiRDBファイルシステム領域の格納先）に、 
約500MBの空き容量が必要です。 

解説 

①「スタート」－「すべてのプログラム」－「HiRDBSingleServer UNT1」 
－「簡易セットアップツール」を起動します。 

簡易セットアップツール 

３-２-５． 

②「標準セットアップ」
ボタンを押します。 

④セットアップが完了したら、
「OK」ボタンを押して終了します。 

③セットアップディレクトリは、
この段階では作成されていな
いため「はい」」ボタンを押し
て作成します。 
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実行内容について（１） 

簡易セットアップツールでは、次の処理を実行します。 解説 

（１）定義ファイルの作成 
 C:¥win32app¥hitachi¥hirdb_sUNT1¥confディレクトリの下に、HiRDBシステム定義ファイルを 
 作成します。HiRDBシステム定義ファイルとは、HiRDBの構成や実行環境に関するオペランドを 
 設定するファイルです。 

簡易セットアップツール 

３-２-６． 
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（２）ファイルシステム領域の作成 
  C:¥win32app¥hitachi¥hirdb_sUNT1¥areaディレクトリの下に、HiRDBファイルシステム領域を 
 作成します。 
 
（３）システムファイルの初期設定 
 システムファイルを初期化します。 
 
（４）HiRDBの起動 
 HiRDBを起動し、データベースを初期化します。 

実行内容について（２） 

簡易セットアップツールでは、次の処理を実行します。 解説 

簡易セットアップツール 

３-２-７． 
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実行内容について（３） 

簡易セットアップツールでは、次の処理を実行します。 解説 

（５）サンプルデータベースの作成 
 ■HiRDB.iniの設定 
  Windowsディレクトリ（C:¥Windows）の下のHiRDB.iniファイルに、HiRDBクライアントから 
  HiRDBサーバへ接続するために最低限必要な設定を行います。 
  （PDHOST、PDNAMEPORT、PDUSER） 
 

 ■USER1というユーザを作成します。 
 

 ■USER1の表を作成、データを挿入します。   

簡易セットアップツール 

３-２-８． 
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UNT1のHiRDBを確認しましょう。 解説 

HiRDB（UNT1）の確認 

②稼動中（ACTIVE）であることを確認します。 

④ SQL実行ユティリティ（pdsql） 
に接続します。 
pdsql -u USER1/USER1 

３-２-９． 

③SQL実行ユティリティ（pdsql）のパスを設定します。 
 set PATH=%PATH%;C:¥Program Files (x86)¥Hitachi¥PDSQL; 

⑤GOODS表を検索します。 
SELECT * FROM GOODS; 
 

⑥１00件のデータが検索されてる
ことを確認します。 

⑦pdsqlを終了します。 
EXIT; 

①ユニット及びサーバの状態を表示します。 
pdls 
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データベースの初期構築 

 

３．１ インストール 

３．２ HiRDB（UNT1）環境の構築 

３．３ HiRDB（UNT2）環境の構築 

３．４ HiRDBの起動確認 

３ 

章扉１ 
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シングルサーバ(sds) 

システム 
ファイル 
システム 
ファイル 

ユニットステータス 
ファイル 

システムファイル RDエリア 

サーバ名：sds01 

ユニット識別子：unt1 

シングルサーバ(sds) 

システム 
ファイル 
システム 
ファイル 

ユニットステータス 
ファイル 

システムファイル RDエリア 

サーバ名：sds01 

ユニット識別子：unt2 

ホスト名（HOST1※） 

解説 
簡易セットアップツールで作成したUNT1のシステムは稼働実績があるシステムであると想定します。 
新たに個人向けの類似システムUNT2を作ることになったので、UNT1のHiRDB環境を流用して、 
構築します。なお、UNT2では新規業務向けにユーザ用RDエリアの追加も行います。 
構築後、保守資料となる設計ドキュメントを生成します。 

UNT1の 
HiRDB環境 
を取り込む 

３-３-１． 

ユーザ用RDエリア 

追加 

構成図 

定義書 

出力 

演習内容説明 

UNT1 HiRDBシステム名：HRD1 ポート番号:22200 UNT2 HiRDBシステム名：HRD2 ポート番号:22201 

※ホスト名は、ご使用のPCのコンピュータ名を使用しますので、【マイコンピュータ】 
ー【プロパティ】の【コンピュータ名】タブのコンピュータ名を調べます。 

調べたコンピュータ名を 
以下に記録してください 
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HiRDBサーバ稼働中 

HiRDBサーバ稼働中 

３-３-２． HiRDB環境の移行の流れ 

UNT1システム 

HiRDBサーバ停止中 

UNT2システム 

１３．設計ドキュメントを出力 

Configuration 
Assistant他 

Configuration Assistant 

HiRDBコマンドプロンプト 

HiRDBサーバ状態 

エクスプローラ 

１．HiRDBサーバの構成に関する情報を 
     収集する 

２．HiRDBのディクショナリ表から情報を 
     収集する 

３．HiRDBを停止する 

４．UNT1のHiRDB構成情報を取り込む 

５．HiRDBの構成を変更する 

６．定義ファイル、環境構築用バッチ 
    ファイルを出力 

８．HiRDBファイルシステム領域を作成する 

９．HiRDBシステムファイルを作成する 

１０．HiRDBを開始する 

１１．データベースを初期化する 

１２．HiRDBの構成を確認する 

3-3-3章 

７．UNT2へ定義ファイルをコピーする 

3-3-4章 

3-3-5章 

3-3-6章 

3-3-7章～3-3-14章 

3-3-15章～3-3-16章 

3-3-17章 

3-3-18章 

3-3-19章 

3-3-20章 

3-3-21章 
3-3-22章～
3-3-23章 

3-3-24章～3-3-26章 
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③以下のバッチファイルを実行します。 
pdcltdef.bat -h ホスト名 -u unt1 -o C:¥HiRDB_CA¥out 
-h ホスト名（ご使用のPCのコンピュータ名）  
-u:ユニット名 
-o:出力先フォルダ 

②ディレクトリを以下に変更します。  
cd /d C:¥HiRDB_CA¥tool¥pdcltdef¥Windows  (*1) 

pdcltdef実行で、HiRDBサーバから、Configuration Assistantの定義取り込み機能に 
必要な環境情報・構成情報を収集しファイルに出力します。 

解説 

３-３-３． HiRDBサーバの構成に関する情報を収集 

①「スタート」－「すべてのプログラム」－「HiRDBSingleServer UNT1」－「HiRDBコマンドプロンプト」を起動します。 

④pdcltdefコマンドが正常終了（return 
code=0）していることを確認します。 

(*1)： pdcltdefツールは、Configuration Assistant インストールディレクトリ下の¥Hitachi¥HiRDB Configuration Assistant¥tool¥pdcltdefに 
    格納されていますが、演習環境ではC:¥HiRDB_CA下に予め格納してあるものを使用します。 
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②以下のバッチファイルを実行します。  
pdcltdic.bat -o C:¥HiRDB_CA¥out 
-o:出力先フォルダ 

ディクショナリ情報を取得するため、HiRDB SQL Executerの実行に必要な 
以下の環境変数をコマンド実行前に設定してください 
set PDNAMEPORT=22200 
set PDUSER=USER1/USER1 
set PATH=%PATH%;C:¥Program Files (x86)¥Hitachi¥PDSQL; 

①ディレクトリを以下に変更します。  
cd /d C:¥HiRDB_CA¥tool¥pdcltdic¥Windows   (*1) 

pdcltdic実行で、HiRDBのディクショナリ表から、Configuration Assistantの定義取り込み 
機能に必要なディクショナリ情報を収集し、ファイルに出力します。 

解説 

３-３-４． HiRDBのディクショナリ表から情報を収集 

(*1)： pdcltdicツールは、Configuration Assistant インストールディレクトリ下の¥Hitachi¥HiRDB Configuration Assistant¥tool¥pdcltdicに 
    格納されていますが、演習環境ではC:¥HiRDB_CA下に予め格納してあるものを使用します。 

③pdcltdicコマンドが正常終了（return 
code=0）していることを確認します。 
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UNT1のHiRDBを停止してください。 解説 

HiRDB（UNT1）の停止 ３-３-５． 

①pdstop 
コマンドを実行します。 

②正常停止（mode=NORMAL）したこと
を確認します。 
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③取り込み元を「C:¥HiRDB_CA¥out」 
にして「OK」ボタンを押します。 

④運用ディレクトリを「hirdb_sUNT2」 
に変更して「OK」ボタンを押します。 

３-３-６． 

収集した環境情報・定義情報をHiRDB Configuration Assistantへ取り込みます 解説 

UNT1のHiRDB構成情報取り込み 

②「ツール（T）」ー「定義
取り込み」ー「新規状態
取り込み」を選択します。 

①HiRDB Configuration Assistant を「スタート」－「プログラム」－「HiRDB Configuration Assistantの実行」で起動します。 
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３-３-７． 

HiRDBシステム名を”HRD2”に変更します。 解説 

①ツリービューのHiRDBシ
ステム名「HRD1」を右ク
リックして「名称の変更
（R）」を選択します。 

HiRDBの構成変更（１） 

②HiRDBシステム名を 
「HRD2」に変更します。 
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３-３-８． 

ホスト名が、3-3-1で調べたコンピュータ名となっているか確認します。 解説 

①ホスト名が3-3-1で調
べたコンピュータ名と
なっていることを確認し
ます。 

HiRDBの構成変更（２） 
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３-３-９． 

ユニット識別子を”unt2”に変更します。 解説 

①ツリービューの 
ユニット識別子「unt1」を
右クリックして「名称の
変更（R）」を選択します。 

HiRDBの構成変更（３） 

②ユニット識別子を 
「unt2」に変更します。 



© Hitachi, Ltd. 2012. All rights reserved. 43 

全てのパスを移行先の運用ディレクトリ”C:¥win32app¥hitachi¥hirdb_sUNT2”に置換し 
ます。 

解説 

①ツリービューの 
ホスト名を右クリックし
て「置換」を選択します。 

HiRDBの構成変更（４） 

②「hirdb_sUNT1」を
「hirdb_sUNT2」に置換します。 

③内容を確認して 
「OK」ボタンを押します。 

④内容を確認して 
「OK」ボタンを押します。 

３-３-１０． 
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ポート番号を”22201”に変更します。 解説 

HiRDBの構成変更（５） 

①ツリービューのHiRDBシステム
名「HRD2」を選択し、構成情報
ビューの「詳細」ボタンを押します。 

② 「pd_name_port」を
選択し、値を「22201」に
変更します。 

３-３-１１． 
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②追加したファイルシステム領域「DB_1」を右クリックして「名称の変更」
を選択します。追加したHiRDBファイルシステム領域を他のファイルシ
ステム領域と同じ場所に作成するため、ファイルのパス名を以下のよう
に変更します。 
C:¥win32app¥hitachi¥hirdb_sUNT2¥area¥DB_1 

①アイテムボックスから「DB用
HiRDBファイルシステム領域」
を、構成図上の空白エリアに 
ドラックアンドドロップします。 

UNT2でのデータ量増大を想定して、RDエリアの追加を行います。 
まずは、HiRDBファイルシステム領域を追加します。 

解説 

HiRDBの構成変更（６） ３-３-１２． 
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RDエリアを追加します。 解説 

HiRDBの構成変更（７） 

② RDエリア詳細ダイアログ
が出力される（RDエリア名は
デフォルトのRDDATA001）の
で「OK」ボタンを押します。 

３-３-１３． 

①アイテムボックスから「ユーザ
用RDエリア」を、構成図上の
HiRDBファイルシステム領域
「DB_1」にドラックアンドドロップ 
します。 



© Hitachi, Ltd. 2012. All rights reserved. 47 

グローバルバッファを追加します。 解説 

HiRDBの構成変更（８） 

「gbuf001」が追加されます。 

３-３-１４． 

①アイテムボックスから「データ用 
グローバルバッファ」を、ツリービュー
の追加したRDエリア「RDDATA001」
にドラックアンドドロップします。 
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RDエリアとグローバルバッファの関連付けを確認します。 解説 

HiRDBの構成変更（９） 

②構成情報ビューのRDエリア
を選択し、RDDATA001の 
対応グローバルバッファが
「gbuf001」となっていることを
確認します。 

３-３-１５． 

①ツリービューの「sds01」 
を選択します。 
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③ファイル名に「hirdb_sUNT2.xml」 
を指定し、「保存」ボタンを押します。 

②出力先フォルダとして
「C:¥HiRDB_CA2」を選択します。 

３-３-１６． 

構成情報ファイルを保存します。 解説 

HiRDBの構成変更（１０） 

①「ファイル（F）」－ 
「名前を付けて保存（A）」 
を選択します。 
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３-３-１７． 

構成情報ファイルから定義ファイル、環境構築用バッチファイルを生成します。 解説 

定義ファイル、環境構築用バッチファイル出力（１） 

②出力先フォルダとして 
「C:¥HiRDB_CA２」を 
選択して「OK」ボタンを
押します。 

③メッセージを確認
して「OK」ボタンを押
します。 

①「ツール（T）」－「定義出力」 
ー「新規定義出力」を選択します。 
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３-３-１８． 

出力先フォルダとして指定した「C:¥HiRDB_CA２」に生成される、本演習で使用する 
定義ファイル、環境構築用バッチファイルの格納先と一覧をまとめます。 

解説 

定義ファイル、環境構築用バッチファイル出力（２） 

add_hfs_command.bat 
（HiRDBファイルシステム領域初期化用バッチファイル） 

init_systemfile_command.bat 
（HiRDBファイル初期化用バッチファイル） 

add_rdarea_control.txt 
（RDエリア作成用バッチファイルが入力する制御文ファイル） 

システム定義ファイル 
 pdsvrc（サーバ共通定義） 
 pdsys（システム共通定義） 
 pdutsys（ユニット制御情報定義） 
 sds01（シングルサーバ定義） 

init_rdarea_dic_command.bat 
（RDエリア作成用統合バッチファイル） 
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①HiRDB_CA2のconf下のファイルを
移行先のHiRDBの運用ディレクトリ下
のconfフォルダにコピーします。 

３-３-１９． 

システム定義ファイルは、3-3-17で生成済みです。システム定義ファイルを、移行先の 
HiRDB（UNT2）にコピーします。 

解説 

UNT2への定義ファイルコピー 
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３-３-２０． HiRDBファイルシステム領域の作成 

環境構築用バッチファイルで、HiRDBファイルシステム領域を作成します。 解説 

③ディレクトリを以下に変更します。 
cd /d C:¥HiRDB_CA2¥ホスト名¥hirdb_file_batch 

①「スタート」－「すべてのプログラム」－「HiRDBSingleServer UNT2」 
－「HiRDBコマンドプロンプト」を起動します。 

④ add_hfs_command.bat を実行します。 

C:¥HiRDB_CA2¥ホスト名¥hirdb_file_batch下
にあるadd_hfs_command.batを使って 
HiRDBファイルシステム領域を作成します。 

②運用ディレクトリhirdb_sUNT2下に、
HiRDBファイルシステム領域を作成する 
ディレクトリ「area」がないため、予め作成 
しておきます。 
mkdir %PDDIR%¥area 

⑤全てのコマンド実行が正常終了（return code=0）
していることを確認します。 
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環境構築用バッチファイルで、システムファイルを作成します。 解説 

３-３-２１． HiRDBシステムファイルの作成 

①init_systemfile_command.bat を実行します。 

C:¥HiRDB_CA2¥ホスト名¥hirdb_file_batch 
下にあるinit_systemfile_command.batを 
使ってシステムファイルを作成します。 

②全てのコマンド実行が正常終了（return code=0）
していることを確認します。 
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UNT2のHiRDBを開始してください。 解説 

３-３-２２． HiRDBの開始 

①pdstart 
コマンドを実行します。 

入力待ち状態 
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HiRDBの開始中、データベース初期設定ユティリティの開始待ちとなったら、 
init_rdarea_dic_command.batを実行して、データベースを初期化します。 

解説 

②ディレクトリを変更した後、データベース初期化
バッチを実行します。 
cd C:¥HiRDB_CA2¥ホスト名¥unt2¥rdarea_batch 
init_rdarea_dic_command.bat 

３-３-２３． データベースの初期化 

C:¥HiRDB_CA2¥ホスト名¥unt2¥rdarea_batch下
にあるinit_rdarea_dic_command.batを使って 
データベースを初期化します。 

①「スタート」－「すべてのプログラム」－「HiRDBSingleServer UNT2」－「HiRDBコマンドプロンプト」で 
もうひとつHiRDBコマンドプロンプトを起動します。 

④HiRDBが正常開始したことを確認します。 
（KFPS05210-I） 
 

③初期化とコマンド実行が正常終了（return code=0）
していることを確認します。 
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HiRDBの構成を確認しましょう。 
RDエリアの状態はpddblsコマンドで確認できます。 

解説 

３-３-２４． HiRDBの構成確認（１） 

①pddbls -r ALL コマンドを実行します。 

②取り込んだHiRDB環境の
RDエリアに加えて、追加し
たRDエリアの情報も表示さ
れていることを確認します。 
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グローバルバッファの定義情報は、pdbuflsコマンドで確認できます。 解説 

３-３-２５． HiRDBの構成確認（２） 

①pdbufls -k def コマンドを実行します。 

②取り込んだHiRDB環境の
グローバルバッファに加えて、
追加したグローバルバッファ
の情報も表示されていること
を確認します。 
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HiRDBの構成に関する保守ドキュメントを作成します。 
CSV形式で出力されるので、設計ドキュメントに合わせた編集が容易にできます。 

解説 

②出力先フォルダとして「C:¥HiRDB_CA２」を選択して
「OK」ボタンを押します。 
ファイル名はRDエリア一覧が、「 RDAREA_LIST.csv 」、
グローバルバッファ一覧が「 globalbuffer_LIST.csv 」と
なります。 

３-３-２６． 設計ドキュメント出力（１） 

③メッセージを確認し
て「OK」ボタンを押し
ます。 

①「ファイル（F）」－「CSV出力（W）」－ 「RDエリア一覧」
を選択し、RDエリア一覧を出力します。 
③まで終了したら同じく「グローバルバッファ一覧」を 
選択し、グローバルバッファ一覧を出力します。 
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■RDエリア一覧 ■グローバルバッファ一覧 

出力項目は、「グローバルバッファ名、「サーバ名」、
「使用目的」、「バッファサイズ」、「バッファ面数」、 
「デファードライトトリガ時の更新ページ出力比率」、
「デファードライトトリガ契機の更新バッファ面数」、
「 RDエリア名／インデクス名」、「同時実行最大プリ
フェッチ数」、「一括入力最大ページ数」があります。
グローバルバッファに関するあらゆる情報を一覧で
確認できます。 

ここでは、「RDエリア一覧」と「グローバルバッファ一覧」の出力例を紹介します。 解説 

出力項目は、「RDエリア名」、「RDエリア種別」、
「サーバ名」、「グローバルバッファ名」、「ページサイ
ズ」、「セグメントサイズ」、「HiRDBファイル」、「ファイ
ル内セグメントサイズ」、「RDエリアのオープン契機」、
「増分セグメント数」、「最大リスト登録数」、「一時表
用RDエリアの属性」があります。RDエリアに関する
あらゆる情報を一覧で確認できます。 

３-３-２７． 
＜参考＞設計ドキュメント出力（２） 

構成情報一覧の出力例 
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④指定した場所にemf形式で 
出力されていることを確認します。 

次に構成図をemf形式で出力します。 解説 

②出力先フォルダとして「C:¥HiRDB_CA２」を 
選択して「OK」ボタンを押します。 
ファイル名は「Figure_yyyymmddhhmmss.emf」
となります。 

３-３-２８． 設計ドキュメントを出力（３） 

① 「ファイル（F）」－「構成図ファイル出力（M）」
を選択します。 

③メッセージを確認
して「OK」ボタンを
押します。 
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データベースの初期構築 

 

３．１ インストール 

３．２ HiRDB（UNT1）環境の構築 

３．３ HiRDB（UNT2）環境の構築 

３．４ HiRDBの起動確認 

３ 

章扉１ 
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演習内容説明 

  作成したHiRDB環境（UNT2）をCMに登録し、HiRDBの起動状態を確認します。 
     また、CMを使ったHiRDBの起動・停止処理を行います。 

■３．４章：HiRDBの起動確認 

３-４-１． 
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管理HiRDBの登録 

CMでHiRDBの運用を行うために、管理HiRDBを登録します。 解説 

CM 

①「スタート」－「すべてのプログラム」－「HiRDB CM - Console」 
を起動して、CM-Serverにログインします。 

②パスワードは 
「manager」と入力 
して「OK」ボタンを 
押します。 

パスワードは、CM-Serverインストール時に設定します。 
パスワード設定手順は付録のインストール方法を参照 
してください。 

「管理HiRDB」ｰ 「管理HiRDBの新規登録」を選択して、管理するHiRDB用
CM-AgentのIPアドレスとポート番号を登録します。 
これらの値は、CM-Agentインストール時に設定します。設定手順は、 
付録のインストール方法を参照してください。 

③■IPアドレス：127.0.0.1 
  ■ポート番号：20294 
  ■デバイス情報を取得する：チェック 

以上を入力して「OK」ボタンを 
押してください。 

３-４-２． 
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HiRDB起動状態確認 

登録が完了したら、HiRDBの状態を確認してみましょう。「システムステータス」下の管理 
するHiRDBシステム名（HRD2）を選択すると、HiRDBの起動状態が確認できます。 

解説 

CM 

３-４-３． 

HiRDBシステム 

ユニット 

サーバ ① 「システムステータス」下の 
管理するHiRDBのHiRDBシステム名
（HRD2）を選択します。 

②緑色は稼動中であること
を示しています。 

③ HiRDBシステム名（HRD2）を展開
していくと、このHiRDBシステムを構
成するユニット名とサーバ名が表示さ
れます。 
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複数ノードのHiRDBを管理可能 

CMでは、複数のHiRDBシステムを管理することができます。 HiRDB/Parallel Serverの 
場合は、複数のノードにまたがるユニットの情報も統合的に管理できます。 

解説 

＜参考＞CM 

複数のHiRDB 
システムを 
管理できます。 

複数のユニット情報も 
統合的に管理できます。 

HiRDB/Single Server 

の表示例 

HiRDB/Parallel Server 

の表示例 

■HiRDBの構成について■ 
HiRDB/Single Serverは、１つのサーバマシン（ユニット、unt1）で構成されます。Single Serverのユニットは、シングルサーバという１つのサーバ（sds01）で 
構成されます。これに対して、HiRDB/Parallel Serverは複数のサーバマシン（ユニット、unt1とunt2）で構成されます。Parallel Serverのユニットは、ディクショナリ 
サーバ(dic1)、フロントエンドサーバ（fes1）、バックエンドサーバ（bes1、bes2、bes3、bes4）という複数のサーバで構成されます。 

HiRDBシステム 

ユニット 

サーバ ユニット 

サーバ ユニット 

HiRDBシステム 

サーバ 

３-４-４． 
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システム詳細情報 

システムステータスの「詳細」ボタンを押すと、HiRDBの様々な情報が確認できます。 
まず、システム詳細情報では、HiRDBのバージョンやプラットホームなどがわかります。 

解説 

CM 

３-４-５． 

① HiRDBシステム名（HRD2）
を選択して、「詳細」ボタンを押
します。 
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ユニット詳細情報 

ユニット詳細情報では、インストールディレクトリが含まれるディスク使用率や、 
稼動マシンのCPU利用率などが確認できます。 

解説 

CM 

３-４-６． 

①ユニット名（unt2）を選択します 
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システムログ（syslog）情報 

ユニット選択時に、「システムログ情報」を選択すると、syslog（Windowsではイベントログ） 
の情報が参照できます。また、表示されているメッセージIDの説明も容易に参照できます。 

解説 

CM 

①ユニット名（unt2）を選択した状
態で「システムログ情報」ボタンを
押します。 

②メッセージIDを選択し、 
右クリックで表示される 
「ヘルプ」を選択します。 

メッセージの説明が 

表示できます。 

３-４-７． 
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イベントログ（syslog）情報の強調表示 

syslog（Windowsではイベントログ）の情報のうち、HiRDBの警告メッセージ（-W）と 
エラーメッセージ（-E）を強調表示することができます。 

解説 

＜参考＞CM 

②「HiRDBメッセージ」にチェックを入れて 
「OK」ボタンを押します。 
設定後は、「閉じる」ボタンを押して終了し
てください。 

設定後、「システムログ情報」を 

表示すると、 

警告メッセージは黄色 

エラーメッセージはオレンジ 

で表示されます。 

３-４-８． 

① 「監視」－「リソース警告値 
の設定」を選択します。 
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サーバ詳細情報 

サーバ詳細情報では、サーバ名などが確認できます。 解説 

CM 

３-４-９． 

①サーバ名（sds01）を選択します 
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作成された表やインデクスを管理する論理的な単位をRDエリアといいます。 解説 

＜参考＞ 

RDエリアの種類 演習での名称 主な管理対象 

システムRDエリア マスタディレクトリ
RDエリア 

RDMAST HiRDBファイルシステム領域の構成、
パスなど 

データディレクトリ
RDエリア 

RDDIRT RDエリアがどのHiRDBファイルシステ
ム領域にあるかという情報など 

データディクショ
ナリRDエリア 

RDDICT ディクショナリ表（データディクショナリ
や、表やインデックスがどのRDエリア
にあるかという情報など） 

ユーザRDエリア RDDATA10 
RDINDX10 
RDDATA001 

表やインデクスを格納 

RDエリア情報 ３-４-１０． 
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RDエリア情報 

サーバ名選択時に、 「RDエリア情報」を選択すると、RDエリアの状態や使用率などが 
確認できます。 

解説 

CM 

３-４-１１． 

①サーバ名（sds01）を選択し、
「RDエリア情報」ボタンを押します。 
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HiRDBの停止 

CMでは、HiRDBの起動、停止を実行できます。正常開始、正常停止だけでなく、計画停止や 
強制開始・強制停止なども実行できますが、通常は正常開始、正常終了を実行してください。 

解説 

CM 

停止中は赤で 

表示されます。 

③停止が確認できたら、次は「正常開始」ボタンを 
押して、再度HiRDBを起動してみましょう。 

HiRDB開始ボタン HiRDB停止ボタン 

正常開始 

① HiRDBシステム名（HRD2）
を選択して、「正常終了」ボタン
を押します。 

３-４-１２． 

正常終了 

②正常終了するので 
「はい」 ボタンを押します。 
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環境の構成変更 

 

４．１ RDエリアの追加 

４．２ ユーザの追加 

４．３ 表の作成 

４．４ インデクスの作成 

４．５ データの挿入 

４ 

章扉１ 
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演習内容説明 

（１）CMのRDエリアマップを使って、演習で使用するRDエリアを追加します。 

■４．１章：RDエリアの追加 

（２）簡易セットアップツールの定義更新を使って、追加したRDエリアに 
  グローバルバッファを割り当てます。 

（３）CMのRDエリアマップを使って、追加したRDエリアの構成を確認します。 

４-１-１． 
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演習リソースの物理構造 

WEB_ORDERS表とWEB_USERS表は、WEBDATAという名称のRDエリアに格納し、 
各表のインデクスはWEBINDEXというRDエリアに格納します。 
以下に、ディスク上に作成するHiRDBのリソースの関連を示します。 

解説 

C:¥win32app¥hitachi¥hirdb_sUNT2¥area¥webdb 

WEB_ORDERS表およびWEB_USERS表のインデクス WEB_USERS表 WEB_ORDERS表 

ＲＤエリア 

表／インデクス 

ＨｉＲＤＢファイル 

ＨｉＲＤＢファイルシステム領域 

■WEBDATA 
  ページサイズ：4096バイト 
  セグメントサイズ：10ページ 

HiRDBファイルシステム領域サイズ：50MB 
作成するHiRDBファイル数：2個 

■WEBINDEX 
  ページサイズ：4096バイト 
  セグメントサイズ：10ページ 

■webdata 
  セグメント数：800 

■webindex 
  セグメント数：200 

４-１-２． 
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セグメント、ページとは  

HiRDB解説 

解説 表やインデクスをRDエリアに格納する場合の割り当て単位をセグメントといいます。セグメントは、 
連続した複数のページから構成されます。ページとは、データを入出力する最小の単位です。 

セグメント 

ＲＤエリア 

ＨｉＲＤＢ 

ファイル 

ＨｉＲＤＢファイルシステム領域 

セグメント 

セグメント 

セグメント 

ＨｉＲＤＢ 

ファイル 

セグメント 

セグメント 

セグメント 

ＨｉＲＤＢ 

ファイル 

セグメント 

表 

ＲＤエリア 

行データ 

行データ 

空き領域 

ページ 

行データ 

インデクス 

セグメントとは、表やインデクスをRDエリアに格納する場合の 

割り当て単位です。１つのセグメントには、１つの表、または 

１つのインデクスだけが格納されます。連続した複数のページ 

から構成されます。 

ページとは、データを入出力 

する場合の最小単位です。 

４-１-３． 

＜RDエリア作成時に入力する内容＞ 
■ページサイズ 
 １ページ当たりのバイト数を指定します。 
■セグメントサイズ 
 １セグメント当たりのページ数を指定します。 
■HiRDBファイルとセグメント数 
 RDエリアを構成するHiRDBファイルとそこに作成する 
 セグメントの数を指定します。セグメント数は、 
 HiRDBファイルごとに異なる値を指定できます。 
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RDエリア（WEBDATA）の追加（１） 

演習で使用するRDエリアを作成します。まず最初に、表データ格納用のRDエリア 
WEBDATAを作成します。 

解説 

CM 

② 

③ 
④ 

４-１-４． 

① 「マップ」－「RDエリア」を 
選択して、「RDエリア追加」ボタン
を押します。 

⑤RDエリアを定義するHiRDBファイルシステム領域は、新規に 
 作成するため、「システム領域の初期設定」ボタンを押して 
 「HiRDBファイルシステム領域の初期設定」画面を表示します。 

以下の内容を入力します。 
② RDエリア名：WEBDATA 
③種類：ユーザ用RDエリア 
④セグメントサイズ：10ページ 
 （※）ページ長は、デフォルト値の4096バイトとします。 
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HiRDBファイルシステム領域の作成 

RDエリアを定義するHiRDBファイルシステム領域を作成します。 解説 

CM RDエリア（WEBDATA）の追加（２） 

① 

② 

③ 

④ 

４-１-５． 

以下の内容を入力します。 
①HiRDBファイルシステム領域名： 
 C:¥win32app¥hitachi¥hirdb_sUNT2¥area¥webdb 
②領域サイズ：50MB 
③HiRDBファイル数：2個 
④使用目的：RDエリア（リスト用RDエリアを除く）に 
  チェック 

⑤設定値入力後、
「登録」ボタンを押し
ます。 
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RDエリア（WEBDATA）の追加（３） 

新規作成したHiRDBファイルシステム領域を格納先に指定し、RDエリアWEBDATAを 
作成します。 

解説 

CM 

① 

② 

③ 

４-１-６． 

「RDエリアの追加」画面に戻り、続けて以下の内容を入力します。 
①HiRDBファイルシステム領域名： 
  C:¥win32app¥hitachi¥hirdb_sUNT2¥area¥webdb 
  （前頁で追加したファイル）を選択 
②HiRDBファイル名：webdata 
③セグメント数：800 

④「追加」ボタンを押して、RDエリアを
構成するファイルを登録します。 

⑤「実行」ボタンを押して、RDエリアを
作成します。 

⑥実行後、RDエリアマップ画面でF5
キーを押し、表示内容を最新の状態
にすると、追加したRDエリアが確認で
きます。 
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RDエリア（WEBINDEX）の追加 

同様にして、インデクス格納用のRDエリアWEBINDEXを作成します。 解説 

CM 

① 

② ③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

４-１-７． 

以下の内容を入力します。 
①RDエリア名：WEBINDEX 
②種類：ユーザ用RDエリア 
③セグメントサイズ：10ページ 
④HiRDBファイルシステム領域名： 
 C:¥win32app¥hitachi¥hirdb_sUNT2¥area¥webdb 
 （新規作成したファイル）を選択 
⑤HiRDBファイル名：webindex 
⑥セグメント数：200 

⑦「追加」ボタンを押して、RDエリアを
構成するファイルを登録します。 

⑧「実行」ボタンを押して、RDエリアを
作成します。 

⑨実行後、RDエリアマップ画面でF5キーを
押し、表示内容を最新の状態にすると、追加
したRDエリアが確認できます。 
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追加RDエリアの状態確認 

追加したRDエリアには、グローバルバッファが割り当てられていないため、追加直後は 
使用できない状態（CLOSE状態）になっています。(*1) 

解説 

CM 

①「システムステータス」－「HiRDBシステム名（HRD2）」－
「サーバ名（sds01）」を選択し、「RDエリア情報」ボタンを押します。 

追加したRDエリアは 
使用できない状態 
（CLOSE状態）となっ
ています 

(*1)：RDエリア追加時に、一時割り当てするグローバルバッファ名を指定すると、追加直後から使用できる状態（OPEN状態）にすることもできます。 

４-１-８． 
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グローバルバッファ 

（メモリ領域） 

グローバルバッファとは、RDエリアに格納されているデータの入出力に使用されるメモリ領域 
です。グローバルバッファは、バッファページ（面）という入出力の単位で構成されています。 

解説 

グローバル 

バッファプール２ 

グローバル 

バッファプール１ 

RDエリア１ RDエリア２ 

DB処理プロセス 

3.対象データがバッファ上に
存在しない場合は、ディスク
から読み込む（物理READ発
生） 

1.参照要求発生 

2.バッファ上を参照 

①.更新要求発生 

②.バッファ上を参照 
④.グローバルバッファ上で
更新 
 

③.対象データがバッファ上
に存在しない場合は、ディ
スクから読み込む（READ） 

⑤.シンクポイント発生時に、
バッファ上の更新後データ
を、ディスクに書き込む。 
（物理WRITE発生） 
通常はﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ実行とは
非同期にWRITE。 
 

HiRDBではグローバルバッファの管理方法として、LRU方式を採用している。 
LRU方式とはバッファ上に存在するページのうち、最も長い間参照されなかった 
ものから順に、ページアウトする方法である。 

グローバルバッファとは  

HiRDB解説 

４-１-９． 

バッファページのサイズは、 
RDエリアのページサイズと 
同じになります。(*1) 

(*1)：１つのグローバルバッファにページサイズの異なる複数のRDエリアが割り当てられている場合は、一番大きいページサイズがバッファページのサイズとなります。 
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グローバルバッファ情報の確認 

追加したRDエリアを使用できる状態（OPEN状態）にするため、グローバルバッファを割り当て 
ます。まず、現状のグローバルバッファについて確認します。 

解説 

CM 

①「システムステータス」－「HiRDBシステム名（HRD2）」を
選択し、「グローバルバッファ情報」ボタンを押します。 

以下のグローバルバッファを追加します。 
 
 ■RDエリアWEBDATA用 
  ・名称：gbuf07 
  ・面数：10 (*1) 

 ■RDエリアWEBINDEX用 
  ・名称：gbuf08 
  ・面数：10 (*1) 
 
 (*1)：５章でバッファ面数のチューニングを行うため、 

    最初は少ない値を指定します。 

現在は、gbuf01～gbuf06まで
とgbuf001が定義されています。 

４-１-１０． 
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HiRDBの停止 

グローバルバッファは、簡易セットアップツールの定義更新で追加します。 
簡易セットアップツールを起動する前に、まずHiRDBを停止してください。 

解説 

CM 

停止すると 

赤に変わります。 

４-１-１１． 

①「システムステータス」－「HiRDBシステム名（HRD2）」を
選択し、「正常終了」ボタンを押します。 
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グローバルバッファの割り当て（１） 

簡易セットアップツールの定義更新を実行して、グローバルバッファを追加します。 解説 

簡易セットアップツール 

①「スタート」－「すべてのプログラム」－「HiRDBSingleServer UNT2」 
－「簡易セットアップツール」を起動します。 

４-１-１２． 

②セットアップ種別の「定義更新」
ボタンを押します。 

③「はい」を選択すると、 
定義更新画面が表示されます。 
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グローバルバッファの割り当て（２） 

グローバルバッファは、システム共通定義のpdbuffer文で定義します。 解説 

簡易セットアップツール 

②グローバルバッファの定義を行う 
「pdbuffer」を選択して、 
「OK」ボタンを押します。 

４-１-１３． 

①システム共通定義を選択した状態
で、「編集」－「追加」－「オペランド」
を選択すると、追加可能なオペランド
の一覧が表示されます。 
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グローバルバッファの割り当て（３） 

RDエリアWEBDATA用のグローバルバッファを定義します。まず、グローバルバッファ名称 
と、バッファ面数を指定します。 

解説 

簡易セットアップツール 

①バッファ名は 
「gbuf07」と入力し、
「OK」ボタンを押し
ます。 

②バッファ面数は 
10と入力し、「OK」ボタン
を押します。 

４-１-１４． 
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グローバルバッファの割り当て（４） 

次に、割り当てるRDエリアの名称を指定します。RDエリア名は、オプションフラグ –r に 
指定します。 

解説 

簡易セットアップツール 

③値にRDエリア
名の「WEBDATA」
と入力して、「OK」
ボタンを押します。 

４-１-１５． 

①追加した「pdbuffer -a」オペランド 
を選択して、右クリックで「追加」－ 
「オプションフラグ」を実行します。 

②オプションフラグ「-r」
を選択し、「OK」ボタン
を押します。 
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グローバルバッファの割り当て（５） 

グローバルバッファgbuf07の定義が完了しました。同様にして、RDエリアWEBINDEXの 
グローバルバッファも定義してください。 

解説 

簡易セットアップツール 

インデクス用RDエリアWEBINDEXも同様の手順でグローバルバッファを割り当ててください。 
 ■グローバルバッファ名（-a）：gbuf08 
 ■バッファ面数（-n）：10 
 ■ RDエリア名（-r）：WEBINDEX 

４-１-１６． 
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システム定義の変更確認 

定義が完了したら、システム定義のチェックを実行して、定義に誤りが無いことを 
確認してください。 

解説 

簡易セットアップツール 

①「システム定義のチェック」
ボタンを押します。 

②return code=0であることを 
確認して「閉じる」ボタンを 
押してください。 

４-１-１７． 
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システム定義の更新 

チェックが完了したら、システム定義の更新を実行して、システム定義を上書きしてください。 解説 

簡易セットアップツール 

①「システム定義の更新」
ボタンを押します。 

実行後は、「ファイル」－「終了」選択して、終了してください。 

③システム定義更新後は、 
  CMでHiRDBを起動して 
  ください。 

４-１-１８． 

②「はい」ボタンを押して、バック
アップを作成してください。 
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管理情報の更新 

システム定義を変更したので、CMで管理している定義情報を更新します。Executerでの 
表定義など、CMを使用せずに定義情報を更新した場合も、この手順が必要です。 

解説 

CM 

４-１-１９． 

①「オプション（O）」－
「管理情報の更新（U）」
を選択します。 

②システム一覧から「HiRDBシステム名（HRD2）」の
情報を選択し、さらに更新種別一覧から「定義情報」を
選択、「実行」ボタンを押します。 

③実行後は、「閉じる」
ボタンを押します。 
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グローバルバッファの追加確認 

グローバルバッファが追加されたことを確認してください。 
また、RDエリアが使用できる状態（OPEN状態）になっていることを確認してください。 

解説 

CM 

①「システムステータス」－「HiRDBシ
ステム名（HRD2）」を選択し、「グロー
バルバッファ情報」ボタンを押して、追
加されていることを確認します。 

４-１-２０． 

②「サーバ名（sds01）」を選択し、 
「RDエリア情報」ボタンを押して、 
追加したRDエリアがOPEN状態に 
なっていることを確認してください。 



© Hitachi, Ltd. 2012. All rights reserved. 96 

RDエリアの構成確認（１） 

RDエリアの構成は、マップ情報で確認できます。 
追加したRDエリアの構成に誤りがないか、確認してください。 

解説 

CM 

③「RDエリア詳細情報」
ボタンを押します。 

④ 

⑤ 

⑥ ⑦ 

⑧ 

４-１-２１． 

①「マップ」－
「RDエリア」を 
クリックします。 

②「WEBDATA」
をクリックします。 

以下の内容を確認します。 
④ RDエリア名：WEBDATA 
⑤ 種別：ユーザ用RDエリア 
⑥ページ長：4096 
⑦セグメントサイズ：10 
⑧全セグメント数：800 
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RDエリアの構成確認（２） 

インデクス用RDエリアについても、同様に確認してください。 解説 

CM 

④ 

⑤ 

⑥ ⑦ 

⑧ 

４-１-２２． 

①「マップ」－
「RDエリア」を 
クリックします。 

③「RDエリア詳細情報」
ボタンを押します。 

②「WEBINDEX」
をクリックします。 

以下の内容を確認します。 
④ RDエリア名：WEBINDEX 
⑤ 種別：ユーザ用RDエリア 
⑥ページ長：4096 
⑦セグメントサイズ：10 
⑧全セグメント数：200 
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環境の構成変更 

 

４．１ RDエリアの追加 

４．２ ユーザの追加 

４．３ 表の作成 

４．４ インデクスの作成 

４．５ データの挿入 

４ 

章扉１ 



© Hitachi, Ltd. 2012. All rights reserved. 99 

演習内容説明 

  CMのユーザマップを使って、演習用のユーザを追加します。 

■４．２章：ユーザの追加 

４-２-１． 
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ユーザの追加 

CM 

演習用のユーザを追加します。 
表を作成するユーザには、スキーマ定義権限を不えます。 

解説 

④スキーマ定義権限に 

チェックを入れます。 

③ユーザ名：WEBSHOP 
パスワード：WEBSHOP 
を設定します。 

４-２-２． 

①「マップ」－
「ユーザ」を 
クリックします。 

②「ユーザ追加」ボタンを
押します。 

⑤「実行」ボタンを押します。 

⑥実行後は、「閉じる」
ボタンを押します。 
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追加ユーザの確認 

新規ユーザ（WEBSHOP）が登録されたことを確認します。 解説 

CM 

①F5キーを押して、画面情報を更新し、
ユーザ（WEBSHOP）が登録されたことを確
認します。 

■多数のユーザを追加する場合■ 
 ユーザを追加するSQL（GRANT文）を記述したファイルを作成し、 
 HiRDB SQL Executerで実行する方法が便利です。 

４-２-３． 
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環境の構成変更 

 

４．１ RDエリアの追加 

４．２ ユーザの追加 

４．３ 表の作成 

４．４ インデクスの作成 

４．５ データの挿入 

４ 

章扉１ 
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演習内容説明 

  Executerを使って、演習で使用する表を作成します。 

■４．３章：表の作成 

４-３-１． 
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表定義 

新規ユーザ（WEBSHOP）で接続して、表を定義します。 
はじめて表を作成する場合は、表定義の前にスキーマ定義が必要です。 

解説 

Executer 

４-３-２． 

②認可識別子：WEBSHOP 
  パスワード：WEBSHOP 
と入力して「実行」ボタンを押して 
Executerを起動ます。 

④C:¥WORK¥SQL¥02TABLE.txt（*1） 
を選択して「開く」ボタンを押します。 
(*1)スキーマ定義のSQLも含まれます。 

⑤出力エリアに結果が 
表示されます。 
エラーメッセージが 
出力されていないこと
を確認します。 ③「ファイル」ー「ファイルから実行」を選

択します。 

①CMの「ツール」から 
「SQL Executer」を 
選択します。 
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表定義の確認 

表定義情報を確認します。 解説 

Executer 

４-３-３． 

②ディクショナリビュー画面の 

表名をクリックして、表定義 

情報を確認してください。 

①「HiRDB 09-02 US」を右クリックし
て、「最新の情報に更新」を選択する
と、先程定義した表がリストに表示さ
れます。 
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HiRDB.iniの設定変更 

Executerでは、HiRDB.iniのPDUSERに設定されたユーザをデフォルトとして扱います。 
今後は主にユーザWEBSHOPで接続するため、HiRDB.iniの内容を変更しておきます。 

解説① 

③PDUSER 
 接続ユーザをUSER1からWEBSHOPに変更します。 
 USER1/USER1 → WEBSHOP/WEBSHOP 
④PDNAMEPORT 
 UNT2に合わせて22200から22201に変更します。 
 22200 → 22201 

①Windowsディレクトリ（C:¥Windows）の下のHiRDB.iniをメモ帳で開きます。 

SQLのエラー発生時に備えて、SQLエラーログの出力先ディレクトリを設定します。 解説② 

②PDCLTPATH 
 SQLエラーログの出力先ディレクトリ。 
 C:¥WORK¥TRACEを指定します。 

４-３-４． 
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管理情報の更新 

Executerで表を定義したので、CMで管理している定義情報を更新します。 解説 

CM 

４-３-５． 

①「オプション（O）」－
「管理情報の更新（U）」
を選択します。 

②システム一覧から「HiRDBシステム名（HRD2）」の
情報を選択し、さらに更新種別一覧から「定義情報」を
選択、「実行」ボタンを押します。 

③実行後は、「閉じる」
ボタンを押します。 
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環境の構成変更 

 

４．１ RDエリアの追加 

４．２ ユーザの追加 

４．３ 表の作成 

４．４ インデクスの作成 

４．５ データの挿入 

４ 

章扉１ 
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演習内容説明 

（１）Tuning Advisorのダイナミックブラウジング機能を使って、演習で使用する表の 
  インデクスを検討します。 

■４．４章：インデクスの作成 

（２）Executerを使って、検討したインデクスを作成します。 

インデクスの設計は、データ検索処理の性能を改善するための、重要な設計項目です。 
しかしながら、インデクスを正しく設計するためには、データベースに関する深い知識が 
必要となりますので、データベース初心者には、困難な作業といえます。 
４．４章では、Tuning Advisorのダイナミックブラウジング機能を使って、 
インデクスを提案させる方法をご紹介します。 

４-４-１． 
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環境設定（接続情報名の登録） 

Tuning Advisorの接続情報を設定します。まず、接続先HiRDBおよび接続ユーザの情報を 
管理する接続情報名を登録します。接続情報名は、チューニングする表の所有者とDBA権限 
保持者の２種類を登録してください。 

解説 

Tuning Advisor 

①「スタート」－「すべてのプログラム」 
－「HiRDB SQL Tuning Advisor」 
－「 HiRDB SQL Tuning Advisor」を起動します。 

④DBA権限保持者の情報を登録しま
す。以下の値を入力し、「追加」ボタン
を押してください。 
接続情報名：ホスト名-root 
認可識別子：”root” 
パスワード：”root” 
上記以外は表の所有者と同じです。 

「OK」ボタンを押して終了します。 

③表の所有者の情報を登録します。 
以下の値を入力し、「追加」ボタンを
押してください。 
接続情報名：ホスト名-WEBSHOP 
PDHOST：ホスト名 
PDNAMEPORT：22201 
認可識別子：WEBSHOP 
パスワード： WEBSHOP 
（PDHOSTとPDNAMEPORTは
HiRDB.iniで確認できます） 

４-４-２． 

②「オプション（O）」－「環境
設定（E）」を選択し、接続タブ
を開いて、「設定」ボタンを押
します。 

⑤「OK」ボタンを 
押して終了します。 
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環境設定（接続情報の設定） 

各操作ごとに、接続情報を設定します。 先程登録した接続情報名を、プルダウンメニューから 
選択します。この時、ディクショナリ表示とSQLオブジェクト情報表示はDBA権限保持者の接続 
情報名を、それ以外の項目は表の所有者の接続情報名を設定してください。 

解説 

Tuning Advisor 

ＤＢＡ権限 
保持者 
ＤＢＡ権限 
保持者 

プルダウンメニューから選択 

４-４-３． 

①図のようにデフォルト接続情報名 
を設定し、「OK」ボタンを押して終了 
します。 
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ダイナミックブラウジング機能 

Tuning Advisorのダイナミックブラウジング機能を使って、SQLを検証します。 
ダイナミックブラウジング機能は、GUIに直接SQLが記述できるため、UAP作成前に検証 
できます。また、SQLの実行は行わないため、データ入力前に検証できます。 

解説 

Tuning Advisor 

②実行SQLを記述したファイル
（C:¥WORK¥SQL¥04TEST_SQL.txt）から
SQLをコピーして入力してください。 

「OK」ボタンを押して実行します。 

４-４-４． 

①ツールバーから「ダイナミックブラウジング」
ボタンを押します。 

③「OK」ボタンを押します。 
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解析結果 

２種類の警告メッセージが出力されています。 解説 

Tuning Advisor 

■警告内容■ 
KFPX29995-I 結合方式がソートマージジョインになっています。 
 
KFPX29601-I 検索方法が「TABLE SCAN」となっています。 

４-４-５． 
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テーブルスキャンによる警告 

テーブルスキャンとは、表中のすべての行をシーケンシャルにアクセスする検索方法です。 
この検索方法では、データ件数が多くなるほど、アクセスデータも多くなり、I/O回数も増加します。 
データの絞り込みが行える表検索では、インデクスを定義し、効率的な検索を行ってください。 

解説 

■テーブルスキャン ■インデクススキャン 

テーブル 

テーブル 

テーブルスキャンでは、検索時にすべてのデータに 
アクセスします。 

インデクススキャンでは、まずインデクスを参照して 
条件に該当するデータを絞り込んでから、テーブルの 
データをアクセスします。 
インデクスで絞り込んだデータ件数が尐ない場合は、
テーブルスキャンよりI/O回数を削減することができます。 

HiRDB解説 

４-４-６． 

インデクス 
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ソートマージジョインによる警告 

一般的には、結合方式がソートマージジョインよりネストループジョインの方が速く処理できます。
ただし、結合するデータが増大すると、ネストループジョイン以外の結合方式の方が効率的とな
ります（※）。 

解説 

■ソートマージジョイン ■ネストループジョイン 
結合対象の各表から行を取り出して、それぞれ作業表を作成し、 
ソートします。その後、結合条件を満たした行同士を結合します。  

結合対象の一方の表（外表）から1行ずつ行を取り出し、もう一方の表 
（内表）のそれぞれの行に突き合わせて、結合条件を満たす行を取り出す 
入れ子型のループ処理をする結合方法です。内表の結合列にインデクス 
が必要です。 

HiRDB解説 

４-４-７． 

※結合のデータ量と結合方式による効率の変化は、表定義や実行環境により異なり、一概に示すことは困難です。詳細を把握をするには、  
  性能評価を行い、検証することをお勧めします。 

作業表作成(ソート順) 作業表作成(ソート順) 

外表 内表 
外表（または外側作業表） インデクス 

内表 
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インデクス提案機能 

インデクス提案ボタンを押して、このSQLに適切なインデクス定義を参照します。 
チューニングを実施し、最終的に使用するインデクスが決定した段階で、丌要なインデクスを 
削除するため、ここで提案されたインデクスはすべて定義します。 

解説 

Tuning Advisor 

案１はネストループジョインで結合する場合 
のインデクス定義を示しています。 

案２はソートマージジョインで結合する場合 
のインデクス定義を示しています。 

４-４-８． 

①「インデクス提案」 
ボタンを押します。 

②「OK」ボタンを押します。 
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インデクスの定義 

インデクス定義が記述されたファイルを入力して、インデクスを定義します。 
実行後は、ディクショナリビューでインデクス情報を確認してください。 

解説 

Executer 

① 「ファイル（F）」 「ファイルから実行（E）」を選択し、
C:¥WORK¥SQL¥03INDEX.txtを選択して「開く（O）」
ボタンを押します。 

②出力エリアに結果が 

表示されます。 

③右クリックで「最新の情報に更新」 
すると、追加したインデクスが 

表示されます。 

④ディクショナリビュー画面の 

インデクス名をクリックして、 

インデクス定義情報を確認 

してください。 

４-４-９． 
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警告の確認 

再度ダイナミックブラウジングを実行し、警告が消えていることを確認しましょう。 解説 

Tuning Advisor 

４-４-１０． 
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管理情報の更新 

Executerでインデクスを定義したので、CMで管理している定義情報を更新します。 解説 

CM 

４-４-１１． 

①「オプション（O）」－
「管理情報の更新（U）」
を選択します。 

②システム一覧から「HiRDBシステム名（HRD2）」の
情報を選択し、さらに更新種別一覧から「定義情報」を
選択、「実行」ボタンを押します。 

③実行後は、「閉じる」
ボタンを押します。 
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環境の構成変更 

 

４．１ RDエリアの追加 

４．２ ユーザの追加 

４．３ 表の作成 

４．４ インデクスの作成 

４．５ データの挿入 

４ 

章扉１ 
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演習内容説明 

（１）CMのデータロード機能を使って、演習で使用する表にデータを挿入します。 

■４．５章：データの挿入 

（２）Executerを使って、データ件数を確認します。 

４-５-１． 
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データロード（WEB_ORDERS表） 

CMのデータロード機能を使って、WEB_ORDERS表にデータを挿入します。 解説 

CM 

（ⅰ） 

（ⅱ） 

（ⅲ） 
③return code=0で終了して 
いることを確認してください。 

４-５-２． 

①「データメンテナンス」 
ー「データロード」を選択
します。 

②（ⅰ）～（ⅲ）の内容を入力し、「実行」ボタンを押します。 
（ⅰ）表名：WEB_ORDERS（プルダウンメニューから選択します） 
（ⅱ）パスワード：WEBSHOP （CMは大文字小文字を区別するため、大文字で入力してください） 
（ⅲ）入力データファイル：C:¥WORK¥DATA¥WEB_ORDERS_DATA.csv（参照ボタンで選択できます） 
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データロード（WEB_USERS表） 

同様にして、WEB_USERS表にデータを挿入します。 解説 

CM 

４-５-３． 

②return code=0で終了して 
いることを確認してください。 

（ⅰ） 

（ⅱ） 

（ⅲ） 

③実行後は、「閉じる」 
ボタンを押して終了し
ます。 ①（ⅰ）～（ⅲ）の内容を入力し、 「実行」ボタンを押します。 

（ⅰ）表名：WEB_USERS（プルダウンメニューから選択します） 
（ⅱ）パスワード：WEBSHOP （CMは大文字小文字を区別するため、大文字で入力してください） 
（ⅲ）入力データファイル：C:¥WORK¥DATA¥WEB_USERS_DATA.csv（参照ボタンで選択できます） 
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データ件数の確認 

確認のため、ExecuterでWEB_ORDERS表とWEB_USERS表のデータ件数を検索します。 解説 

Executer 

①以下のSQLを「SQL入力」ウィンドウに1つずつ 
入力して件数を確認してください。 
データ件数を確認するSQL 
 select count(*) from "WEBSHOP"."WEB_ORDERS"; 
 select count(*) from "WEBSHOP"."WEB_USERS"; 

②WEB_ORDERS表は67599件、 
WEB_USERS表は491件 
になることを確認します。 

４-５-４． 

表名は、ディクショナリビューを右クリックし
て「オブジェクト名をコピー」でコピーして、
入力エリアに貼り付けることもできます。 

③実行後は「ファイル（F）」ー
「切り離し（D）」を選択し、接
続を切り離します。 
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チューニング（性能評価） 
 

５．１ 性能測定 

５．２ SQL実行時間の確認 

５．３ グローバルバッファの拡張 

５．４ 拡張効果の確認 

５ 

章扉１ 
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演習内容説明 

  測定手順について説明します。 

■５．１章：性能測定 

  測定に必要な環境設定を行います。 
  簡易セットアップツールの定義更新を使って、オペランドを追加します。 

  Executerを使って、性能測定するSQLを実行します。 

５-１-１． 
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性能測定手順の説明（１） 

性能測定の手順について説明します。入力ファイルから実行することで、"HiRDBへの接続"、 
"測定準備"、"性能測定SQLの実行"、"HiRDBとの切り離し"を順に行います。 

解説 

HiRDBへの接続 

HiRDBとの切り離し 

性能測定SQL 

測定準備の操作 

=>詳細は5-1-3で解説します。 

５-１-２． 

=>詳細は5-1-4で解説します。 

C:¥WORK¥SQL¥04TEST_SQL.txt 
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SET BLOB LIMIT 1000; 
 
CALL COMMAND 'pdpgbfon' 
  WITH '-k;table;-t;WEB_ORDERS' 
  OUTPUT TO ?  ERROR TO ?  RETURN CODE TO ? 
  ENVIRONMENT 'PDUSER=WEBSHOP/WEBSHOP'; 
CALL COMMAND 'pdpgbfon' 
  WITH '-k;index;-t;WEB_ORDERS' 
  OUTPUT TO ?  ERROR TO ?  RETURN CODE TO ? 
  ENVIRONMENT 'PDUSER=WEBSHOP/WEBSHOP'; 
CALL COMMAND 'pdpgbfon' 
  WITH '-k;table;-t;WEB_USERS' 
  OUTPUT TO ?  ERROR TO ?  RETURN CODE TO ? 
  ENVIRONMENT 'PDUSER=WEBSHOP/WEBSHOP'; 
CALL COMMAND 'pdpgbfon' 
  WITH '-k;index;-t;WEB_USERS' 
  OUTPUT TO ?  ERROR TO ?  RETURN CODE TO ? 
  ENVIRONMENT 'PDUSER=WEBSHOP/WEBSHOP'; 
 
CALL COMMAND 'pdbufls' 
  OUTPUT TO ?  ERROR TO ?  RETURN CODE TO ?; 
 
 
CALL COMMAND 'pdobils' 
  WITH '-r' 
  OUTPUT TO ?  ERROR TO ?  RETURN CODE TO ?; 

CALL COMMAND文 
HiRDBのコマンドまたはユティリティを実行し、実行結果を取得できます。 

■測定準備の操作■ 

“？”で示された箇所で出力
される情報の出力量上限
をExecuterのコマンドで指
定しています。 

pdpgbfonコマンド（グローバルバッファ常駐化） 
表やインデクスのデータを、グローバルバッファ上に配置するコマンド 
です。複数回測定する場合でも、グローバルバッファの状態を統一 
できます。 

pdbuflsコマンド（グローバルバッファ情報表示） 
グローバルバッファのヒット率などの情報を表示します。SQL実行前に 
実行することで、それ以前の情報がクリアできます。これにより、測定 
SQLの結果だけを参照することができます。 

pdobilsコマンド（SQLオブジェクト用バッファの統計情報表示） 
SQLの統計情報を表示します。-rオプションを指定して実行すると、統計 
情報のカウンタをクリアします。これにより、測定SQLの結果だけを参照 
することができます。 

■使用例■ 
CALL COMMAND 'pdpgbfon'  ：実行コマンド名を指定 
  WITH '-k;table;-t;WEB_ORDERS' ：コマンド引数を指定 
  OUTPUT TO ?             ：標準出力格納先を指定（BLOB型） 
  ERROR TO ?             ：標準エラー出力格納先を指定（BLOB型） 
  RETURN CODE TO ?     ：リターンコード格納先を指定（INT型） 
  ENVIRONMENT 'PDUSER=WEBSHOP/WEBSHOP' 
                      ：コマンドに渡す環境変数を指定 
 

５-１-３． 
性能測定手順の説明（２） 

測定準備の操作 
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■性能検証するSQL 

解説 演習では、ある期間内に、ある商品を注文したある地区の会員一覧を検索するSQLに 
ついて、性能を検証します。 

 SELECT DISTINCT WEB_USERS.USER_NAME 
 FROM WEB_ORDERS,WEB_USERS 
 WHERE WEB_ORDERS.USER_CODE=WEB_USERS.USER_CODE 
 AND   WEB_ORDERS.GOODS_CODE=101 
 AND   WEB_USERS.USER_CLASS='関西' 
 AND   WEB_ORDERS.ORDER_DATE>='20060801' 
 AND   WEB_ORDERS.ORDER_DATE<'20070201'; 

５-１-４． 
性能測定手順の説明（３） 

性能検証するSQL 
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HiRDBの停止 

CALL COMMAND文を実行するためには、実行可能なユーザをHiRDBシステム共通定義に 
設定する必要があります。これは、簡易セットアップツールの定義更新で追加します。 
簡易セットアップツールを起動する前に、まずHiRDBを停止してください。 

解説 

CM 

５-１-５． 

停止すると 

赤に変わります。 

①「システムステータス」－「HiRDBシステム名（HRD2）」を
選択し、「正常終了」ボタンを押します。 
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CALL COMMAND実行ユーザの設定 

簡易セットアップツールの定義更新を実行して、CALL COMMAND文を実行するユーザを 
設定します。 

解説 

①「スタート」－「すべてのプログラム」－「HiRDBSingleServer UNT2」－「簡易セットアップツール」を起動します。 
②セットアップ種別に「定義更新」を選択して、「定義更新」ボタンを押します。現在の環境を上書きするので、「はい」を選択すると、 
  定義更新画面が表示されます。 

簡易セットアップツール 

⑦システム定義更新後は、CMでHiRDBを 
起動し、 4-1-19と同様に管理情報の更新 
を実施してください。 

④pd_sql_command_exec_users 
オペランドを選択し、「OK」ボタンを
押します。 

⑤値にWEBSHOPと 
入力して、 「OK」ボタ
ンを押します。 

実行ユーザ名を入力し、「OK」ボタンを押します。 

５-１-６． 

③システム共通定義を選択した
状態で、「編集（F）」ー「追加
（A）」ー「オペランド（O）」を選択
します。 

⑥以前やった（※）のと同様に、システム定義のチェック→システム定義の更新 
を実施してください（※：4-1-17～4-1-18） 
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テストSQLの実行 

測定するSQLのファイルを入力して、実行します。ファイル中で接続するSQLを発行するため、 
HiRDBに接続していない状態から開始してください。 

解説 

①接続していない状態から 

「ファイル（F）」－「ファイルから実行（E）」を選択して、
C:¥WORK¥SQL¥04TEST_SQL.txtを選択して「開
く（O）」ボタンを押します。 

②46件のデータが検索されるこ
とを確認します。 

Executer 

５-１-７． 
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チューニング（性能評価） 
 

５．１ 性能測定 

５．２ SQL実行時間の確認 

５．３ グローバルバッファの拡張 

５．４ 拡張効果の確認 

５ 

章扉１ 
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演習内容説明 

（１）５．１章で実行したSQLの時間を、Tuning AdvisorのSQLオブジェクト情報表示 
  機能で確認します。チューニング情報を収集していない実稼動中など、欲しいと 
  きにすぐに取得できます。   

■５．２章：SQL実行時間の確認 

（２）CMのグローバルバッファ情報で、グローバルバッファのヒット率を確認します。 

５-２-１． 
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SQL実行時間の確認（１） 

HiRDBサーバの共用メモリに格納されているSQLの情報を表示して、SQLの実行時間を確認 
します。この情報は、事前の環境設定をすることなく、参照できます。 

解説 

Executerが内部的に 
発行するSQLの情報も
表示されています。 

③必要な情報だけ表示するよう、 

「フィルタリングの設定」ボタンを
押します。 

Tuning Advisor 

④ 

⑤ 

フィルタリング設定画面では、以下の内容を入力して、「追加」ボタンを押します。 
④項目：SQL（プルダウンメニューからを選択します） 
⑤SQL文中に含まれる文字列：5-1-4で示した性能測定SQLの最初の部分 
「SELECT DISTINCT WEB_USERS」をコピーして入力してください。 
（※比較方式はデフォルトの部分一致を選択します） 

５-２-２． 

①ツールバーから「SQLオブジェクト情報表示」
を選択します。 

②「OK」ボタンを 
押します。 

⑥「OK」ボタンを 
押して設定します。 
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SQL実行時間の確認（２） 

行をダブルクリックすると、該当するSQL情報の一覧が参照できます。 
まず最初に、SQL実行時間「EXECUTE TIME AVG」を確認してください。 

解説 

② SQL実行時間「EXECUTE TIME AVG」を確認します。 
ここでは、実行時間が６秒かかっています。 

③実行時間がかかっている場合は、 
実READ回数「DB READ COUNT」と 
実WRITE回数「DB WRITE COUNT」を
参照してディスクI/Oが発生していないか
確認してください。 
このケースでは実READが発生しています。 

Tuning Advisor 

①該当するSQLだけ
が表示されます。 
行をダブルクリックし
ます。 

５-２-３． 
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グローバルバッファヒット率の確認 

グローバルバッファのヒット率を確認します。ヒット率が低いものは、5.3章でバッファ面数を 
拡張します。 

解説 

①「システムステータス」－
「HiRDBシステム名（HRD2）」
を選択し、「グローバルバッファ
情報」ボタンを押します。 

CM 

②gbuf07を右クリックで「詳細」を 
選択すると該当行の一覧が参照でき
ます。 

③WEBDATA用のgbuf07の 
ヒット率が80％未満であることを
確認します。 
グローバルバッファのヒット率が 
80％以上になることを目安に 
チューニングしていきます。 

５-２-４． 
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チューニング（性能評価） 
 

５．１ 性能測定 

５．２ SQL実行時間の確認 

５．３ グローバルバッファの拡張 

５．４ 拡張効果の確認 

５ 

章扉１ 
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演習内容説明 

（１）CMのRDエリアマップで、RDエリアの使用セグメント数を確認し、グローバル 
  バッファの面数を決定します。 

■５．３章：グローバルバッファの拡張 

（２）簡易セットアップツールの定義更新で、グローバルバッファの面数を拡張します。 

５-３-１． 
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使用セグメントの確認（WEBDATA） 

今回は、データ量が小規模であるため、すべてのデータがグローバルバッファに配置できる 
だけの面数に拡張します。RDエリアの使用率から、必要なページ数を算出し、その値を基に 
グローバルバッファの面数を決定します。 

解説 

CM 

③「RDエリア 
詳細情報」ボタン
を押します。 

(ⅰ) 

④RDエリア詳細情報からバッファ面数を計算します。 
■使用セグメント数の計算 
 (ⅰ)全セグメント数（800）×(ⅱ)使用率（89％）＝712セグメント・・・（a） 
■必要なページ数の計算 
 (ⅲ)セグメントサイズ（10）× （a）使用セグメント（712）＝7120ページ 

WEBDATA用のグローバルバッファgbuf07の 
バッファ面数は、7500に拡張します。 

89% 

５-３-２． 

①「マップ」－
「RDエリア」を 
クリックします。 

②RDエリア一覧か
ら「WEBDATA」を 
クリックします。 

(ⅱ) 

(ⅲ) 
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使用セグメントの確認（WEBINDEX） 

インデクス用RDエリアWEBINDEXについても、同様にして算出します。 解説 

CM 

60% 

WEBINDEX用のグローバルバッファgbuf08の 
バッファ面数は、1200に拡張します。 

５-３-３． 

①RDエリア一覧か
ら「WEBINDEX」を 
クリックします。 

②「RDエリア 
詳細情報」ボタン
を押します。 

(ⅰ) 

(ⅱ) 

(ⅲ) 

③RDエリア詳細情報からバッファ面数を計算します。 
■使用セグメント数の計算 
 (ⅰ)全セグメント数（200）×(ⅱ)使用率（60％）＝120セグメント・・・（a） 
■必要なページ数の計算 
 (ⅲ)セグメントサイズ（10）× （a）使用セグメント（120）＝1200ページ 
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HiRDBの停止 

簡易セットアップツールの定義更新で、グローバルバッファ面数を拡張します。 
簡易セットアップツールを起動する前に、まずHiRDBを停止してください。 

解説 

CM 

５-３-４． 

停止すると 

赤に変わります。 

①「システムステータス」－「HiRDBシステム名（HRD2）」を
選択し、「正常終了」ボタンを押します。 



© Hitachi, Ltd. 2012. All rights reserved. 143 

グローバルバッファの拡張 

バッファ面数を、算出した値に拡張します。 解説 

⑤同様の手順で、gbuf08のバッファ面数を10から1200に変更してください。 
⑥以前やった（※）のと同様に、システム定義のチェック→システム定義の更新を
実施してください（※：4-1-17～4-1-18） 

④値を10から7500に 
変更して「OK」ボタン 
を押してください。 

簡易セットアップツール 

⑦システム定義更新後は、CMでHiRDBを 
起動し、 4-1-19と同様に管理情報の更新 
を実施してください。 

５-３-５． 

①「スタート」－「すべてのプログラム」－「HiRDBSingleServer UNT2」－「簡易セットアップツール」を起動します。 
②セットアップ種別に「定義更新」を選択して、「定義更新」ボタンを押します。現在の環境を上書きするので、「はい」を選択すると、 
  定義更新画面が表示されます。 

③gbuf07の-nオプション
をダブルクリックすると、 
編集画面が起動します。 
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チューニング（性能評価） 
 

５．１ 性能測定 

５．２ SQL実行時間の確認 

５．３ グローバルバッファの拡張 

５．４ 拡張効果の確認 

５ 

章扉１ 
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演習内容説明 

（１）ExecuterでSQLを再実行します。 

■５．４章：拡張効果の確認 

（２） Tuning AdvisorのSQLオブジェクト情報表示機能でSQL実行時間を参照し、 
  グローバルバッファを拡張した効果を確認します。 

（３）CMのグローバルバッファ情報で、グローバルバッファのヒット率が向上している 
  ことを確認します 。 

５-４-１． 
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テストSQLの再実行 

再度測定するSQLのファイルを入力して、実行します。ファイル中で接続するSQLを発行する 
ため、HiRDBに接続していない状態から開始してください。 

解説 

①接続していない状態から 

「ファイル（F）」－「ファイルから実行（E）」を選択して、
C:¥WORK¥SQL¥04TEST_SQL.txtを選択して「開く（O）」
ボタンを押します。 

Executer 

５-４-２． 
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SQL実行時間の確認 

テストSQLを再度実行し、SQLの実行時間が短縮されていること、実READ回数が削減されて 
いることを確認してください。 

解説 

Tuning Advisor 

③ SQL実行時間「EXECUTE TIME AVG」が０秒に 
改善されていることを確認します。 

④実READ回数「DB READ COUNT」が０に
なっていることを確認します。 

①ツールバーから「SQLオブジェクト情報表示」を選択し、「HiRDBサーバから最新のSQLオブジェクト情報を取得する」を
チェックして、「OK」ボタンを押します。 

５-４-３． 

②行をダブルクリック
します。 
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グローバルバッファヒット率の確認 

グローバルバッファのヒット率が改善されていることを、確認してください。 解説 

①「システムステータス」－「HiRDBシステム名（HRD2）」
を選択し、「グローバルバッファ情報」ボタンを押します。 

②gbuf07、gbuf08共にヒット率が
100％になっていることを確認します。 

CM 

５-４-４． 
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チューニング（トレース解析） 
 

６．１ トレース取得の設定 

６．２ SQLトレースの解析 

６．３ アクセスパスの解析 

６ 

章扉１ 
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演習内容説明 

（２）ExecuterでSQLを実行します。 

■６．１章：トレース取得の設定 
５章では、SQLオブジェクト情報による性能確認を行いました。SQLオブジェクト 
情報の取得には、準備は丌要でしたが、実行時間は秒単位など大まかなものと 
なっていました。 
６章では、より詳細な実行時間やアクセスパス（SQL実行手順)などを確認できる 
トレースを使った性能確認について準備、取得、解析の手順を学びましょう。 

（１）SQL実行時にトレース情報を取得する環境設定を、HiRDB.iniに指定します。 

６-１-１． 
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HiRDB.iniの設定（トレース取得） 

トレースを取得するための指定を、HiRDB.iniに設定します。 解説 

６-１-２． 

①Windowsディレクトリ（C:¥Windows）の下のHiRDB.iniをメモ帳で開きます。 

②以下のオペランドは、図のように値を設定します。 
以下は、オペランドの説明です。 
●PDSQLTRACE 
 SQLトレースの最大サイズを指定します。ＳＱＬトレースは、PDCLTPATHで指定したディレクトリ下のファイル 
 pdsql1.trcまたはpdsql2.trcに出力されます。サイズに０を指定した場合は、OSが作成可能なファイルサイズ 
 となります。4,096～2,000,000,000を指定した場合は指定値のサイズとなり、指定値のサイズを超えると出力 
 先が切り替わります。演習では、0 を指定します。 
●PDUAPREPLVL 
 ＵＡＰ統計レポートの出力情報を指定します。アクセスパスの解析には、SQL単位の情報、UAP単位の情報、 
 SQL実行時の中間結果情報が必要です。ａ もしくは、ｓｕｒ を指定してください。演習では、a を指定します。 
●PDTAAPINFPATH 
 アクセスパス情報ファイル出力ディレクトリ名を指定します。演習では、C:¥WORK¥TRACE を指定します。 
●PDTAAPINFMODE 
 アクセスパス情報ファイルのファイル名形式を指定します。０を指定した場合、ファイル名はpdtaapinf1および 
 pdtaapinf2 となります。１を指定すると、接続ごとにpdtaapinfHHMMSSmmm_XXX_1および  
 pdtaapinfHHMMSSmmm_XXX_2のファイル名で出力します。（HHMMSSmmm：コネクト時刻、XXX：コネクト 
 通番（最大１０桁）） 
 演習では、1 を指定します。 
●PDTAAPINFSIZE 
 アクセスパス情報ファイルサイズを指定します。省略した場合、409600バイトが仮定されます。 
 ここで指定したファイルサイズを超えると、出力先をもう一方のファイルに切り替えます。 
 演習では、指定値を省略します。 
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テストSQLの再実行 

測定するSQLのファイルを、再度実行します。 解説 

Executer 

６-１-３． 

①接続していない状態から 

「ファイル（F）」－「ファイルから実行（E）」を選択して、
C:¥WORK¥SQL¥04TEST_SQL.txtを選択して「開く（O）」
ボタンを押します。 
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チューニング（トレース解析） 
 

６．１ トレース取得の設定 

６．２ SQLトレースの解析 

６．３ アクセスパスの解析 

６ 

章扉１ 
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演習内容説明 

  Tuning AdvisorのSQLトレース解析機能を使って、SQLの実行時間を確認します。 

■６．２章：SQLトレースの解析 

６-２-１． 
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SQLトレースファイルの設定 

SQLトレース解析の対象ファイルを指定します。SQLトレースはHiRDB.iniのPDCLTPATH 
に指定したディレクトリの下に出力されていますので、デフォルトの設定で登録します。 

解説 

Tuning Advisor 

６-２-２． 

①「オプション（O）」－
「対象ファイル指定（O）」
を選択します。 

②「SQLトレース」タブを選択し、
「PDCLTPATH上のpdsql*.trc
ファイル」が選択されていること
を確認します。 

③「OK」ボタンを押します。 
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SQLトレース解析機能 

SQL一覧を表示して該当するSQLの情報を参照します。Executerが内部的に実行するSQL 
の情報も出力されていますので、調査するSQLは一番最後に実行されたものになります。 

解説 

②該当する情報をダブルクリック
して、各オペレーション単位の情
報を示す「SQLトレース詳細」画面
を表示します。 

Tuning Advisor 

■Tuning Advisorのメッセージ画面について■ 
SQLトレース解析を実行すると、メッセージ画面に「KFPX29301-E F:¥WORK¥TRACE¥pdsql2.trc 
が解析できません」というメッセージが出力されますが、これはSQLトレースがpdsql1.trcのみに出力
されており、pdsql2.trcにはまだ出力データがなく、０バイトであるためです。解析作業において、問題
はありません。 

６-２-３． 

①ツールバーの「SQLトレース解析」から 
「SQL一覧」を選択し、「SQLトレース」 
画面を表示します。 
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SQLトレース詳細画面の解説 

SQLトレース詳細画面では、SQLの各オペレーション単位の実行時間がわかります。 
各列の情報について説明します。 

解説 

開始時刻 

●CNCT-NO：コネクション番号 

●NO：SQLカウンタ 

●OP-CODE：SQLに対応するオペレーションコード 

●SEC-NO：セクション番号 

●SQL-CODE：SQLCODE 

●WARN：SQLWARN0からSQLWARNFまでの警告情報の16進表記 

●START-TIME：該当オペレーション実行要求受付時刻 

●END-TIME：該当オペレーション実行要求終了時刻 

●実行時間：（END-TIME） － （START-TIME） 

●UAP時間：（前のオペレーションのEND-TIME） － （START-TIME） 

●OPTION：HiRDBの保守情報 

●SQL：実行したSQL文（オペレーションコードSET、AUXI、AUI2、OPN2の場合のみ） 

終了時刻 
開始から終了 
までの時間 

前の要求終了から 
開始までの時間 

Tuning Advisor 

６-２-４． 
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●CLT-TID：UAPのスレッド番号 

●（SEC-NO）：セクション番号 

●SQL発行回数：実行したオペレーションの数 

●合計実行時間：各オペレーションの実行時間の合計 

●最大実行時間：各オペレーションの実行時間の最大値 

SQLトレース集計情報画面の解説 

SQL一覧では、SQLの各オペレーションの合計実行時間がわかります。 
各列の内容と、前頁で説明したSQLトレース詳細画面との対応付けを説明します。 

解説 

●SQL-NO：SQL通番 

●FROM：SQL実行開始時刻 

●TO：SQL実行終了時刻 

●（CONNECT-NO）：コネクション番号 

●CLT-PID：UAPのプロセス番号 

FROMからTO 
までの時間です 

実行したオペレーション 
の数です 

●最小実行時間：各オペレーションの実行時間の最小値 

●SQL実行時間：オペレーションコードSET、AUXI、AUI2、OPN2での 

           実行時間 

●経過時間：FROMからTOまでの時間 

●SQL：実行したSQL文 

各オペレーションの実行時間の 
合計、最大、最小です。 
また、SQL実行時間は、 
SETの実行時間になります。 

最初のオペレーションの 
START-TIMEがFROMになります 

最後のオペレーションの 
END-TIMEがTOになります 

Tuning Advisor 

６-２-５． 
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チューニング（トレース解析） 
 

６．１ トレース取得の設定 

６．２ SQLトレースの解析 

６．３ アクセスパスの解析 

６ 

章扉１ 
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演習内容説明 

（２）Tuning Advisorのアクセスパス解析機能を使って、性能上の問題がないかを 
  確認します。 

■６．３章：アクセスパスの解析 

（３）対策したSQLを、Executerで実行します。 

（４）対策したSQLの効果を、Tuning Advisorのアクセスパス解析機能やSQLトレース 
  解析機能を使って確認します。 

（１） Tuning Advisorのアクセスパス解析に必要な設定を行います。 

６-３-１． 
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SQLのコネクト通番の確認 

アクセスパス情報ファイルは、コネクト時刻とコネクト通番を含む名称となっていますので 
SQLトレース情報から、該当するコネクト通番を確認します。 

解説 

Tuning Advisor 

「(CONNECT-NO)」列に 
コネクト通番が表示されています。 

①「SQLトレース」画面から
該当するSQLのコネクト通番
を確認します。 

■アクセスパス情報ファイルのファイル名称■ 
pdtaapinfHHMMSSmmm_XXX_n 
 ・HHMMSSmmm ：コネクト時刻 
 ・XXX  ：コネクト通番（最大１０桁） 
 ・n  ：1または2 
 

■例■ 
 ・コネクト時刻 ：15時38分32秒418ミリ秒 
 ・コネクト通番 ：7 
 
 
 
 
 ・アクセスパス情報ファイル名： 
   pdtaapinf153832418_7_1、 pdtaapinf153832418_7_2 
 

６-３-２． 
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アクセスパス情報ファイルの設定 

コネクト時刻とコネクト通番に該当する、アクセスパス情報ファイルを登録します。 解説 

Tuning Advisor 

①「オプション」－「対象ファイル指定」を選択し、「アクセスパス」タブを表示します。 

６-３-３． 

②「指定ファイル」を選択
し、「参照」ボタンを押し
ます。 

③該当するファイルを選
択し、「開く（O）」ボタンを
押します。 

④「追加」ボタンを押して登録します。 
同様にして、もう１つのファイルも登録してください。 
最後に「OK」ボタンを押して終了します。 
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アクセスパス解析の設定 

アクセスパスを解析するための設定を行います。接続情報名には、４章で登録した表の所有者の 
情報を設定します。また、データ検索件数に基づく解析を行うため、中間結果情報は「表示する」 
を選択します。 

解説 

Tuning Advisor 

② 「アクセスパス」タブを選択します。 

④「データ件数の取得を行う」に 

チェックを入れます。 

③「表示する」を 

選択します。 

６-３-４． 

①「オプション（O）」－
「環境設定（E）」を選択し
ます。 

⑤「OK」ボタンを押して登録します。 
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アクセスパス解析機能 

SQLのアクセスパスを確認して、問題がないか確認します。 解説 

③「ガイダンス数」列には、ダイナミックブラウジング
機能で検出されるレベルの警告数が表示されます。
実際にデータを検索することによって判明する警告
があるかもしれないため、この列をダブルクリックし
てアクセスパス情報を参照してみます。 

Tuning Advisor 

６-３-５． 

①ツールバーから「アクセ
スパス解析」ｰ「UAP一覧」
を選択して、UAP一覧画面
を表示します。 

②表示されている行をダブルクリック
して、「SQL一覧」画面を表示します。 

「SQL一覧」画面では、SQL文を参照して、該当する情報を確認します。 
（調査するSQLは、一番最後に実行されたものになります。） 
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アクセスパス解析結果の解説 

２種類の警告メッセージが出力されています。 解説 

■警告内容■ 
KFPX29705-I 
 左表（外表）突合せ件数が右側（内表）突合せ件数に比べ、 
 かなり大きい値です。  
 
KFPX29706-I 
 左表（外表）突合せ件数が結合結果件数に比べ、 
 かなり大きい値です。 

Tuning Advisor 

（注）：Tuning Advisorのメッセージでは、外表のことを「左表」、 
    内表のことを「右表」と表記しています。 

警告を選択して 
ダブルクリックすると 
発生箇所を表示します。 

警告発生箇所 

６-３-６． 
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ネストループジョインの特長 

ネストループジョインでは、外表のヒット件数が多い場合、性能が悪くなります。内表のヒット件数 
が外表のヒット件数に比べて尐ない場合は、外表と内表を入れ替えてみましょう。 

解説 

SELECT DISTINCT WEB_USERS.USER_NAME 

 FROM WEB_ORDERS,WEB_USERS 

 WHERE WEB_ORDERS.USER_CODE 

       =WEB_USERS.USER_CODE 

 AND   WEB_ORDERS.GOODS_CODE=? 

 AND   WEB_USERS.USER_CLASS=? 

 AND   WEB_ORDERS.ORDER_DATE>=? 

 AND   WEB_ORDERS.ORDER_DATE<? 

このSQLでは、結合順序を明示的に指定していないため、HiRDBの判断で外表と内表を 
決定しています。今回のケースでは、WEB_ORDERS表の方が検索条件の指定数が 
多いため、より絞り込めると判断し、WEB_ORDERS表を外表にして処理しました。 
しかし、今回の事例の検索データでは、WEB_ORDERS表の取り出し件数が 
WEB_USERS表の取り出し件数に比べて多いため、性能が遅くなっています。 
この場合、WEB_USERS表を外表にする対策をとります。 
INNER JOIN句を使って、明示的に外表、内表を指定するようにSQLを書き換えてみましょう。 

SELECT DISTINCT WEB_USERS.USER_NAME 

 FROM WEB_USERS INNER JOIN WEB_ORDERS 

 ON    WEB_ORDERS.USER_CODE 

     =WEB_USERS.USER_CODE 

 AND   WEB_ORDERS.GOODS_CODE=? 

 AND   WEB_USERS.USER_CLASS=? 

 AND   WEB_ORDERS.ORDER_DATE>=? 

 AND   WEB_ORDERS.ORDER_DATE<? 

＜変更後＞ 

●INNER JOIN句構文説明● 

表参照１ INNER JOIN 表参照２ ON 探索条件 

 表参照１を外表、表参照２を内表として結合します 

＜変更前＞ 

WEB_ORDERS表 

WEB_USERS表 

HiRDB解説 

WEB_ORDERS表（外表）のヒット件数が 
WEB_USERS表（内表）のヒット件数の 
10倍以上 

６-３-７． 
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対策後SQLの実行 

対策したSQLを、Executerで実行します。 解説 

前回と同様に、46件のデータが 
検索されます。 

Executer 

６-３-８． 

①接続していない状態から 

「ファイル（F）」－「ファイルから実行（E）」を選択して、
C:¥WORK¥SQL¥05TEST_SQL2.txtを選択して「開く（O）」
ボタンを押します。 



© Hitachi, Ltd. 2012. All rights reserved. 168 

SQLトレースの確認 

SQLトレースで、SQLの実行時間が改善されていることを確認してください。また、対策後SQLの 
アクセスパス情報ファイルを特定するため、コネクト通番を確認してください。 

解説 

Tuning Advisor 

②調査するSQLは、一番最後に実行されたものになります。 
SQLを参照して該当する情報を確認してください。 

６-３-９． 

①ツールバーから「SQLト
レース解析」ｰ「SQL一覧」
を選択して、SQLトレース
画面を表示します。 
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アクセスパス情報ファイルの設定 

Tuning Advisor 

コネクト時刻とコネクト通番に該当する、アクセスパス情報ファイルを登録します。 解説 

①「オプション」－「対象ファイル指定」を選択し、「アクセスパス」タブを表示します。 

６-３-１０． 

②「指定ファイル」を選択
し、「参照」ボタンを押し
ます。 

③該当するファイルを選
択し、「開く（O）」ボタンを
押します。 

④「追加」ボタンを押して登録します。 
同様にして、もう１つのファイルも登録してください。 
最後に「OK」ボタンを押して終了します。 

⑤対策前SQLをアクセス
パス集計の対象から除外
するために、対策前SQL
のアクセスパス情報ファイ
ルを選択し、「削除]ボタン
を押します。 
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修正内容の確認 

SQLのアクセスパスを解析して、警告が消えていることを確認しましょう。 解説 

Tuning Advisor 

通常のチューニングでは、 
SQLとインデクスの見直しを実施した後は、 

トレース取得の設定を外して、 
再度性能評価を実施してください。 

６-３-１１． 

①ツールバーから「アクセ
スパス解析」ｰ「UAP一覧」
を選択して、UAP一覧画面
を表示します。 

②２回目に実行したExecuterの情報を参照します。 
表示されている行をダブルクリックして、「SQL一覧」
画面を表示します。 

「SQL一覧」画面では、SQL文を参照して、該当する情報を確認します。 
（調査するSQLは、一番最後に実行されたものになります。） 

③「ガイダンス数」列をダブルクリックして 
アクセスパス情報を参照してみます。 

④警告が消えていることを確認します。 
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アクセスパス集計機能 

アクセスパス集計機能を使用して、インデクスを調査します。 
丌要なインデクスが存在すると、インデクスメンテナンスのために、更新系SQLのレスポンスが 
低下することがあるため、削除してください。 

解説 

②「未使用のインデクスも表示する」に
チェックを入れ、「OK」ボタンを押します。 

③「Index」タブを表示し、 
認可識別子はリストから
「WEBSHOP」を選択します。 

「SQL生成」ボタンを押して、
インデクス削除のSQL文を
ファイルに出力することができ
ます。 

Tuning Advisor 

①ツールバーの「アクセスパス集計」
を選択します。 

インデクスの使用状況が確認できます。 
WEB_ORDERS_IDX1とWEB_USERS_IDX2は 
使用されていないことがわかります。 

６-３-１２． 
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HiRDB.iniの設定（トレース解除） 

トレース取得による性能測定が完了したので、トレース取得の設定を解除します。 解説 

②行頭に「；」を付け、 
トレース取得の設定を 
コメント化します。 

①Windowsディレクトリ（C:¥Windows）の下のHiRDB.iniをメモ帳で開きます。 

６-３-１３． 
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バックアップ運用 

 

７．１ HiRDBのバックアップリカバリ 

７．２ バックアップ 

７．３ リカバリ 

７ 

章扉１ 
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HiRDBのバックアップ方式 

HiRDB解説 

７-１-１． 

HiRDBのバックアップ方式には、オフラインバックアップと、オンラインバックアップがあり 
ます。運用面からオフラインバックアップを推奨します。24時間運用で業務サービスを止め 
られられない場合にオンラインバックアップを選択してください、 

解説 

バックアップ 
ファイル DB 

参照× 更新× 

参照○ 更新× 

参照○ 更新○ 

オフライン 
バックアップ 

オンライン 
バックアップ 

参照可能モード 
 
参照業務のみ継続した 
状態でバックアップする 

 

更新可能モード 
 
参照・更新を含む業務を 
継続した状態でバック
アップする 

参照・更新丌可能モード 
 
業務を停止した状態で 
バックアップする 

 

種類 方式／説明 
 

バックアップ 
ファイル DB 

バックアップ 
ファイル DB 

方式概要図 

バックアップ 

バックアップ 

バックアップ 

参照○ 更新○ 

参照○ 更新○ 

参照○ 更新○ 

DB 

DB 

DB 

(*1)：更新トランザクションは待たされます。 

(*1) 

推奨 

オンライン 
業務 

オンライン 
業務 

オンライン 
業務 

オンライン 
業務再開 
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HiRDBのリカバリ方式 

HiRDB解説 

■最新の同期点 
 バックアップとシステムログを 
 使用して、障害が発生する 
 直前の同期点まで回復する。 

種類／説明 方式概要図 

バックアップを 

使って回復 

同期点 トランザクション 同期点 トランザクション トランザクション 

ここまで回復 

障害 

同期点 トランザクション 

同期点 トランザクション 

同期点 

参照 

トランザクション 同期点 

参照 

トランザクション 

更新 

トランザクション 
障害 

ここまで回復 

ミス 

ここまで回復 

回復したい 
時刻を指定 同期点 トランザクション 

バックアップを 

使って回復 

バックアップを 

使って回復 

システムログを使って回復 

（ロールフォワード） システムログを使って回復 

（ロールバック） 

※１：同期点とは、トランザクションがコミットもしくはロールバックして、決着した時点のことです。 

システムログを使って回復 

（ロールフォワード） システムログを使って回復 

（ロールバック） 

バックアップ取得時点 

バックアップ取得時点 

バックアップ取得時点 

■任意の同期点 
 バックアップとシステムログを 
 使用して、指定された時刻の 
 直前の同期点まで回復する。 
 操作ミスによる障害回復などに 
 適用。 

■バックアップ取得時点 
 バックアップのみを使用して、 
 障害が発生する直前の同期点 
 まで回復する。 
 参照が主体のシステムに適用。 
  

※２：オンラインバックアップ（参照更新可能）方式で取得したバックアップは、システムログと併せたリカバリ方式だけに対応しています。 
   バックアップ取得時点への回復はできません。 

７-１-２． 
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リカバリ状態 

解説 HiRDBでは、以下の３つの状態にデータベースを回復できます。 

状態 説明 必要な情報 

最新の状態に回復 
（障害発生直前の 
 最新の同期点*1に回復） 
 

障害が発生する直前の同期点まで回復します。 バックアップと 
システムログ*2 

指定した時刻の状態に回復 
（バックアップ取得時点以降の 
 任意の同期点に回復） 
 

指定した時刻の直前の同期点まで回復します。 
オペレーションミスにより、データを削除して 
しまった場合などに適用します。 

バックアップと 
システムログ 

バックアップ取得時点に回復 
 
 

バックアップ取得時点に回復します。 
参照業務が主体のシステムに適用します。 

バックアップ 

■リカバリ可能なデータベース状態 

HiRDB解説 

*1同期点：トランザクションを決着した時点のこと。 
*2システムログ：データベースのすべての更新履歴（ログ）が記録される。リカバリ時の入力情報として利用される。 

７-１-３． 
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最新の状態に回復する場合 

解説 
障害が発生する直前の同期点まで回復する場合、バックアップとバックアップ取得時点以降の 
システムログを使用して、まず障害発生時点の状態に回復します。 
その後、未完了トランザクションの操作をロールバックすることで、回復対象から外します。 

回復完了 時間 メディア障害発生 回復開始 

ロール 

バック 

障害発生時点の状態 

トランザクション１ 

グローバルバッファ 

列１ 列２ 
1 0⇒5 
2 10⇒20 

行１ 

表１ 

列１ 列２ 
1 0 
2 10 

行１ 
行２ 

表１ 

リストア 

UPDATE（表１/行１/列２） 

トランザクション２ UPDATE（表１/行２/列２） 

行２ 

ロール 

フォワード 

列１ 列２ 
1 5 
2 10 

行１ 
行２ 

表１ 
列１ 列２ 
1 5 
2 20 

行１ 
行２ 

表１ 
列１ 列２ 
1 0 
2 10 

行１ 
行２ 

表１ 
列１ 列２ 
1 0 
2 10 

行１ 
行２ 

表１ 
障害 

バックアップ取得 

バック 

アップ 

バックアップ 

ログ ・・・ 

障害発生時点で 
未完了の 

トランザクション 

未完了トランザクション 

ログ 
ログ ・・・ 

HiRDB解説 

７-１-４． 
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指定した時刻の状態に回復する場合 

解説 
指定時刻直前の同期点まで回復する場合、バックアップとバックアップ取得時点以降の 
システムログを使用して、まず指定時刻の状態に回復します。 
その後、未完了トランザクションの操作をロールバックすることで、回復対象から外します。 

回復 
完了 時間 

オペレーションミス発生 
 時刻（Ｘ） 

回復 
開始 

トランザクション１ 

グローバルバッファ 

列１ 列２ 
1 0⇒5 行１ 

表１ 

UPDATE（表１/行１/列２） トランザクション２ 

DELETE（全件） 

ロール 

フォワード 

列１ 列２ 
1 0 
2 10 

行１ 
行２ 

表１ 
列１ 列２ 
1 0 
2 10 

行１ 
行２ 

表１ 

バックアップ 
取得 

バック 

アップ 

バックアップ 

グローバルバッファ 
表１ 

ロール 

バック 

時刻（X）の状態 

列１ 列２ 
1 5 
2 10 

行１ 
行２ 

表１ 
列１ 列２ 
表１ 

列１ 列２ 

オペレーションミスをしたトランザクションが
完了する前の時刻（X）を指定して回復 

リストア 

時刻（X）時点で 
未完了の 

トランザクション 

ログ ログ ・・・ ・・・ ・・・ 

０件 

０件 

HiRDB解説 

７-１-５． 
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バックアップ取得時点に回復する場合 

解説 バックアップ取得時点まで回復する場合は、バックアップのみを使用して回復します。 
システムログは使用しません。参照業務が主体のシステムに適用します。 

時間 
メディア 
障害発生 

回復 
開始＆完了 

参照トランザクション１ 

グローバルバッファ 

列１ 列２ 
1 0 
2 10 

行１ 

表１ 

列１ 列２ 
1 0 
2 10 

行１ 
行２ 

表１ 

リストア 

SELECT（表１/行１/列２） 

参照トランザクション２ SELECT（表１/行２/列２） 

行２ 

列１ 列２ 
1 0 
2 10 

行１ 
行２ 

表１ 
列１ 列２ 
1 0 
2 10 

行１ 
行２ 

表１ 
障害 

バックアップ 
取得 

バック 

アップ 

バックアップ 

更新バッチ 
処理開始 

更新バッチ 
処理終了 

更新トランザクション 

HiRDB解説 

７-１-６． 
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バックアップ・リカバリの取得単位 

HiRDB解説 

解説 HiRDB/Single Serverのバックアップコマンドでは、システム単位もしくはRDエリア単位で 
バックアップを取得できます。リカバリコマンドもバックアップと同じ単位で回復できます。 

webdb 

システム単位 

rdsys05 rdsys04 rdsys02 

RDエリア単位 

■システム単位 ： システム内の全RDエリアのデータをバックアップを取得します。（ただし、リスト用RDエリアは対象外です。） 
 
■RDエリア単位 ： 指定されたRDエリアのデータをバックアップします。 

７-１-７． 
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バックアップの取得対象 

■表のデータを更新した場合の例 

マスタディレクトリ 

用RDエリア 

データディレクトリ 

用RDエリア 

データディクショナリ 

用RDエリア 

データ用 

RDエリア 

データ用 

RDエリア１ 

 

 

 

データ用 

RDエリア２ 

 

 

 

データ用 

RDエリア３ 

 

 

 

横分割表 

データ用 

RDエリア 

インデクス用 

RDエリア 

データ用RDエリアとインデクス用RDエリアは 
同時に取得してください。 横分割表の場合、すべてのデータ用RDエリアを同時に取得してください。 

データ用 

RDエリア 

LOB用 

RDエリア 

LOB列を含む表の場合は、データ用RDエリアと 
LOB用RDエリアを同時に取得してください。 

■定義系SQL（表定義）を実行した場合の例 
表定義（CREATE TABLE）を実行した場合は、 
データディクショナリ用RDエリアだけでなく、マスタディレクトリ用 
RDエリア、データディレクトリ用RDエリア、データ格納用 
RDエリアも同時に取得してください。 

リカバリ時も、これらのRDエリアは 
同期を取って回復してください。 

HiRDB解説 

解説 
RDエリア単位のバックアップを取得する場合は、同期を取る必要のあるRDエリアを同時に 
バックアップしてください。例えば、表を更新した場合、表のデータ格納用RDエリアだけでなく、 
インデクス格納用RDエリアも更新されるため、これらのRDエリアは同期を取る必要があります。 

７-１-８． 
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バックアップ運用 

 

７．１ HiRDBのバックアップリカバリ 

７．２ バックアップ 

７．３ リカバリ 

７ 

章扉１ 
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演習内容説明 

（２）システム全体のオフラインバックアップを実行します。 

■７．２章：バックアップ 

（３）RDエリア指定のオンラインバックアップを実行します。 
    CMでは、表名を指定することで、表データの回復に必要なRDエリアをリストアップする 
    ことができます。演習では、この表名指定によるRDエリア単位のバックアップを行います。 
    また、このバックアップをカタログ登録し、日時指定でスケジュールします。 

（１）簡易セットアップツールの定義更新を使って、システムログの運用方法を 
  変更します。 

CMのバックアップウィザートを使って、バックアップを行います。 

７-２-１． 
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HiRDBの停止 

簡易セットアップツールの標準セットアップで作成した環境では、システムログをアンロードしない 
運用（アンロード状態のチェックをしない運用）の設定であるため、データベースをバックアップ 
ファイル取得時点にしか戻せません。よって、システムログをアンロードする運用に変更します。 
簡易セットアップツールの定義更新を実行する前に、まずHiRDBを停止してください。 

解説 

CM 

７-２-２． 

停止すると 

赤に変わります。 

①「システムステータス」－「HiRDBシステム名（HRD2）」を
選択し、「正常終了」ボタンを押します。 
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アンロードログファイル作成ディレクトリの作成 

①「スタート」－「すべてのプログラム」－「HiRDBSingleServer UNT2」－「HiRDBコマンドプロンプト」を起動します。 

７-２-３． 

アンロードログファイルを作成するディレクトリを作成します。 解説 

②運用ディレクトリhirdb_sUNT2のareaディレクトリ下に、
アンロードログファイル作成するディレクトリ「unloadlog」を
作成します。 
mkdir %PDDIR%¥area¥unloadlog 
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システムログをアンロードする運用の設定 

簡易セットアップツールの定義更新を実行して、システムログの運用方法を変更します。 解説 

①「スタート」－「すべてのプログラム」－「HiRDBSingleServer UNT2」－「簡易セットアップツール」を起動します。 
②「定義更新」ボタンを押します。 
③現在の環境を上書きするので、「はい」を選択すると、定義更新画面が表示されます。 

⑤プルダウンメニューから 
「Y」を選択し、「OK」ボタン 
を押します。 

簡易セットアップツール 

⑦システム定義更新後は、CMでHiRDBを 
起動し、 4-1-19と同様に管理情報の更新 
を実施してください。 

７-２-４． 

④シングルサーバ定義(sds01)を選択し
て、「pd_log_unload_check」オペランド
をダブルクリックすると、編集画面が表示
されます。 

⑥以前やった（※）のと同様に、システム定義のチェック→システム定義の更新 
を実施してください（※：4-1-17～4-1-18） 
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HiRDBシステム全体のバックアップ（１） 

ウィザードを使って、HiRDBシステム全体のバックアップを取得します。 解説 

②取得対象は、 
「HiRDBシステム」を 
選択し、「次へ」ボタン
を押します。 

③HiRDBシステム名（HRD2）を 
選択し、「次へ」ボタンを押します。 

CMがHiRDBの定義を解析し 
適切な方法を表示します。 

CM 

７-２-５． 

①「バックアップ」－「ウィザード」
を選択します。 

④「システムログをアンロードす
る運用」が選択されていることを
確認し、「次へ」ボタンを押します。 
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HiRDBシステム全体のバックアップ（２） 

バックアップファイルの格納先を登録します。 
格納先が登録されていない場合に、登録画面が表示されます。 

解説 

CM 

⑦格納先ディレクトリ名に
C:¥WORK¥BACKUP 
を入力し、「登録」ボタンを
押します。 

７-２-６． 

⑤「バックアップ取得先」 
ボタンを押します。 

⑥「はい」ボタンを押します。 



© Hitachi, Ltd. 2012. All rights reserved. 189 

HiRDBシステム全体のバックアップ（３） 

バックアップファイル名を設定して、実行してください。 解説 

⑧バックアップファイル名に 
HRD2を入力し、「追加」ボ
タンを押します。 

⑪内容を確認して、
「実行」ボタンを押し
てください。 

CM 

バックアップウィザード
では、デフォルトが 

オフラインバックアップ
に設定されています。 

７-２-７． 

⑨ファイルを追加したら、
「OK」ボタンを押します。 

⑩「次へ」ボタンを押します。 

⑫実行後は、「閉じる」ボタンを押して終了してください。 
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バックアップファイルの確認 

バックアップファイルは、バックアップファイル表示画面で確認できます。 解説 

CM 

７-２-８． 

①「バックアップ」－ 
「バックアップファイル表示／削除」
を選択します。 

②バックアップファイルを確認し、
「閉じる」ボタンを押します。 
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ウィザード設定の変更 

ウィザードのデフォルトの設定では、オフラインモードでバックアップを実行します。 
今回は、オンラインモードのバックアップを取得するので、ウィザードの設定を変更してください。 

解説 

②「参照・更新可能モード」
にチェックを入れます。 

CM 

７-２-９． 

①「バックアップ」－「ウィザード環境設定」
を選択します。 

③「保存」ボタンを押して、
登録してください。 
登録後は、「閉じる」ボタン
を押して終了してください。 
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バックアップ対象の設定 

今度は、表名（WEB_ORDERS)を選択して、関連するRDエリア単位のバックアップを 
取得します。 

解説 

③表名（WEB_ORDERS）を 
選択し、「次へ」ボタンを押します。 

表の格納先RDエリア以外に、表データを 
回復する際に同期を取る必要がある 
RDエリアが表示されます。 

CM 表名指定のバックアップ（１） 

表の格納先RDエリアが 
表示されます。 

７-２-１０． 

①「バックアップ」－「ウィザード」
を選択します。 

②取得対象は、「表／インデクス」を 
選択し、「次へ」ボタンを押します。 

④ここでは、インデクス用のRDエリアが表示されています。 
このRDエリアも同時にバックアップするため、RDエリア名を選択し、追加ボタンを押します。 

⑤追加後は、「次へ」 
ボタンを押してください。 
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カタログの登録 

定期的に実行するバックアップは、カタログ登録すると便利です。 
カタログとは、一連の操作を記憶し、それを登録することで何度も繰り返し実行できる機能です。 

解説 

CM 表名指定のバックアップ（２） 

７-２-１１． 

⑦バックアップファイル名に 
ORDERSを入力し、「追加」
ボタンを押します。 

⑧ファイルを追加したら、
「OK」ボタンを押します。 

⑥「バックアップ取得先」 
ボタンを押します。 

⑩オンラインバック
アップに変更されて
いることを確認して
「カタログ」ボタンを
押してます。 

⑨「次へ」ボタンを押します。 

⑪カタログ名：BACK_ORDERS 
同名のバックアップが存在した場合：別名保存 
と設定して、「OK」ボタンを押してください。 
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カタログの実行 

カタログしたバックアップを選択して、実行します。 解説 

CM 

７-２-１２． 

①「バックアップ」－「カタログ実行」
を選択します。 

②実行するカタログを選択し、 
「実行」ボタンを押します。 

③実行後は、「閉じる」ボタンを押し
て終了してください。 
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バックアップファイルの確認 

バックアップファイルは、バックアップファイル表示画面で確認できます。 解説 

CM 

７-２-１３． 

①「バックアップ」－ 
「バックアップファイル表示／削除」
を選択します。 

②バックアップファイルを確認し、
「閉じる」ボタンを押します。 
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バックアップファイルの履歴管理 

バックアップ詳細情報では、バックアップファイルの履歴を参照することができます。バックアップ 
の取得単位に関わらず、指定した資源が含まれるバックアップファイルの情報を表示します。 

解説 

CM 

バックアップの取得単位に関わらず、
WEBDATAが含まれるバックアップ
ファイルを表示できます。 

リカバリに必要なシステムログの 
情報も参照できます。 

７-２-１４． 

③アイコンをクリックすると、 
詳細情報が表示されます。      

①「バックアップ」－ 
「バックアップ詳細情報」 
を選択します。 

②取得単位「RDエリア単位」にチェックを入
れ、ユニット名、サーバ名の順で選択すると、
RDエリア名の一覧が表示されます。 
履歴を参照するRDエリア名（WEBDATA）を
選択して「次へ」ボタンを押します。 

④確認が終了したら、「閉じる」
ボタンを押して終了します。 
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カタログのスケジュール 

バックアップを毎日行うなど定期的にバックアップする場合は、カタログしたバックアップを 
スケジュールします。 

解説 

CM 

②カタログ「BACK_ORDERS」 
を選択し、「次へ」ボタンを押します。 

③スケジュール名に「SC_BACK_ORDERS」 
を入力、実行間隐は「毎日」をチェックして、
「次へ」ボタンを押します。 

④実行する時刻に「23:00:00」を 

入力し、「次へ」ボタンを押します。 

登録日以降毎日実行したいた
め、実行期間は指定しません。 

７-２-１５． 

①「スケジュール」－ 
「スケジュールの追加」 
を選択します。 

⑤「次へ」ボタン 
を押します。 

⑥「実行」ボタンを押して、登録します。 
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スケジュールの確認 

登録した後は、スケジュールの状況確認画面で、登録状況を確認してください。 解説 

WEB_ORDERS表の 
バックアップが毎日 
スケジュールされて 
いることがわかります。 

CM 

７-２-１６． 

①「スケジュール」－ 
「スケジュールの状況確認」 
を選択します。 

②確認が終了したら、「閉じる」
ボタンを押して終了します。 
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バックアップ運用 

 

７．１ HiRDBのバックアップリカバリ 

７．２ バックアップ 

７．３ リカバリ 

７ 

章扉１ 
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演習内容説明 

（１）Executerで表の全件削除を実行し、意図的にオペレーションミスを発生させます。 

■７．３章：リカバリ 

（２）CMのリカバリウィザードを使って、 時刻指定の回復を行います。 

全件削除を実行する前の時刻（PCの時刻）をリカバリで 
入力するため、現在の時刻（PCの時刻）を記録しておいて 
ください。 

（３）Executerを使って、 回復されていることを確認します。 

７-３-１． 

現在の時刻を 
以下に記録してください 
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表データの削除 

WEB_ORDERSの表を全件削除します。全件削除後は、表データが０件であることを確認して 
ください。件数確認のSQLは、SQL履歴から実行できます。 

解説 

② 「ファイル（F）」－「ファイルから実行（E）」 
C:¥WORK¥SQL¥06PURGE.txt 
を選択して、「開く」ボタンを押します。 

④SQL履歴を表示して、以前実行した
「SQLの履歴」ボタンを押します。 

⑤「select count(*) from  
“WEBSHOP”.”WEB_ORDERS”;」 
を選択して「取込み」ボタンを押し、 
SQL入力エリアにSQLを貼り付け 
ます。その後は、SQL入力エリアで
Enterを押して、実行してください。 

Executer 

⑥件数が０であることを 
確認します。 ③全件削除で、 

エラーが出ていない
ことを確認します。 

７-３-２． 

①CM から 「ツール」－「SQL Executer」をクリックし、Executerを起動します。 「WEBSHOP」 とパスワード「WEBSHOP」 で 
   接続します。 



© Hitachi, Ltd. 2012. All rights reserved. 202 

リカバリ 

時刻指定でのリカバリを実行して、WEB_ORDERS表のデータを回復します。 
時刻指定の回復には、システムログの情報を使用しますが、CMが自動的に検索するため、 
入力する必要はありません。 

解説 

CM 

システムログの情報を 
入力する必要はありません。 
CMが自動的に検索します。 

７-３-３． 

■演習では、最新のバックアップ取得時点まで、回復し
ますが、最新の同期点まで戻したい場合には、バック
アップファイルとアンロードログが必要になります。 

③内容を確認して、 
「実行」ボタンを押します。 

①「リカバリ」－ 
「ウィザード」 
を選択します。 

②回復単位「RDエリア単位」を選択し、ユニット名、サーバ名の順で選択すると、RDエリア名の一覧が表示されます。 
回復するRDエリア名（WEBDATAとWEBINDEX）を選択します。 
次に、回復指定時間にチェックを入れ、7-3-1で記録した全件削除実行前の時刻を入力し、「次へ」ボタンを押します。 

④実行後は、「閉じる」ボ
タンを押して終了します。 
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回復の確認 

Executerでデータ件数を確認して、正しく回復されていることを確認してください。 解説 

■演習では、データ件数だけを確認していますが、 
通常は、データの内容も確認してください。 

②WEB_ORDERS表は 
67599件になっているこ
とを確認します。 

Executer 

①前回の実行SQLが残っている場合は、 
SQL入力エリアで再度Enterを押すと、 
実行できます。残っていない場合は、 
SQL履歴から選択して実行してください。 

７-３-４． 
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データベースのメンテナンス 

８ 

章扉１ 
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データベースのメンテナンスについて 

■初期構築時 
 （データロード直後） 
データを連続して格納します。 
表定義時にPCTFREEオプションで 
指定した空き領域を確保します。(*1) 

使用中ページ 未使用ページ 

■追加・削除を実行 
無駄な空き領域が発生します。 
（断片化） 

■再編成を実行 
断片化が解消されます。 
表定義時にPCTFREEオプションで 
指定した空き領域を確保します。(*1) 

 

HiRDB解説 

解説 
データベースの作成当初は、データはセグメント内に連続して格納されていますが、データの 
追加や削除を繰り返すことで、次第に無駄な空き領域が発生してしまいます。この状態を断片化 
（フラグメンテーション）といいます。 

使用中ページ 使用中ページ 

使用中空きページ 使用中ページ 使用中ページ 

使用中ページ 未使用ページ 使用中ページ 

使用中ページ 

未使用ページ 

定期的にデータベースの 
格納状態を確認し、 

断片化を解消してください。 

断片化が発生すると、 
データの格納効率が 
悪くなり、データ検索 
性能が劣化する 
原因となります。 

＜凡例＞ 

実データ部分 

空き領域部分 

(*1)：PCTFREEオプションについて 
表定義時にPCTFREEオプションを指定する（デフォルト30%）と、データロードや再編成時、ページ内に指定された比率の 
空き領域を確保して、データを格納します。あらかじめ一定の空き領域を確保しておくことで、行長が長くなる更新を 
実行しても、更新後データを同一ページに格納でき、性能が安定します。 

８-１． 
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演習内容説明 

（１）CMのデータベース状態解析を使って、表データの格納状態を確認します。 

■８章：データベースのメンテナンス 

（２）Executerを使ってデータを大量削除し、 意図的に断片化を発生させます。 

（３）CMのデータベース状態解析で、断片化を確認します。その後、データベースの 
  再編成を実行し、断片化が解消されることを確認します。 

８-２． 
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データベースの状態解析 

CM 

データロード後、追加・削除を実行していないので、正常な 
格納状態です。ページ内空き領域の比率（PCTFREE）が設定
されているので、緑の部分が一定に存在しています。 

②表名「WEB_ORDERS」を
選択して、「状態解析」ボタン
を押して実行します。 

■ページ使用状態について■ 
使用状態の詳細については、CMのヘルプ「解説編」 
－「データベース状態解析」を参照してください。 

解説 CMを使うと、表データの格納状態が視覚的に判断できます。データが格納されている部分は赤、 
空き部分は緑で表示されます。黄色は未使用ページです。 

８-３． 

①「データメンテナンス」－ 
「データベース状態解析」 
を選択します。 
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断片化の発生 

Executer 

① 「ファイル（F）」－「ファイルから実行（E）」 
C:¥WORK¥SQL¥07FLAGMENT.txt 
を選択して、「開く」ボタンを押します。 

②大量削除で、 
エラーが出ていない
ことを確認します。 

解説 演習では、大量削除を実行して、意図的に断片化を発生させてみます。 

８-４． 
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断片化の確認 

空き領域（緑）が増えて、 

格納状態が乱れている 

ことがわかります。 

CM 

解説 再度、データベースの状態解析を実行し、断片化が発生した状態を確認します。 

８-５． 

①表名「WEB_ORDERS」を
選択して、「状態解析」ボタン
を押して実行します。 
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データベースの再編成 

(ⅱ) 

CM 

①「再編成」ボタンを押して、データベース
再編成ユティリティの実行画面を表示します。 

③return code=0で終了して 
いることを確認してください。 

解説 断片化が発生しているので、データベースの再編成を実行して、正しい格納状態に改善して 
ください。 

８-６． 

(ⅰ) 

(ⅲ) 

②(ⅰ)～(ⅲ)の内容を入力し、アンロードデータファイルを追
加してください。 
(ⅰ) パスワード：WEBSHOP 
   （CMは大文字小文字を区別するため、大文字で入力して 
      ください） 
(ⅱ) サーバ名：sds01を選択 
(ⅲ) アンロードデータファイル名：C:¥WORK¥UNLOAD 
「追加ボタン」を押してファイルを追加したら、「実行」ボタンを
押して再編成を実行してください。 

④実行後は、「閉じる」ボタン
を押して終了します。 
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格納状態の確認 

CM 

②使用セグメント数が 
683から408に削減して
いることを確認します。 

解説 再編成実行後に、格納状態が改善されていることを確認してください。使用セグメント数が削減 
され、格納効率がよくなっています。 

８-７． 

①表名「WEB_ORDERS」を
選択して、「状態解析」ボタン
を押して実行します。 
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おわりに 

９ 

章扉５ 
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これからもHiRDBに 
ご期待ください！ 

９-１． おわりに 
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インストール方法 

付録 

章扉１ 
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インストール方法 

HiRDB/Single Server（１） 

①インストール開始画面が表示されます。 

②標準セットアップを選択します。 
 １つのマシンに複数のHiRDBをインストールする（マルチHiRDB） 
 場合は、識別子付きインストールを選択してください。 

③名前等を確認します。 

④インストールディレクトリを選択します。 
 演習ではマルチHiRDB構成なので、識別子で判別できるパ 
 スを作成し、インストールします。 

付録-１． 
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インストール方法 

HiRDB/Single Server（２） 

⑤アイコンを追加するプログラムフォルダを選択します。 

⑥Windowsファイアウォールの設定を有効にしている場合，例外 
 リストにHiRDBが使用するポート番号やプログラムを登録する 
 必要があります。 

⑦HiRDBの環境変数をOSのシステム環境へ設定するかどうかを 
 選択します。通常は、デフォルトの「環境変数を設定しない」を 
 選択してください。 

付録-２． 

⑧設定を確認します。 
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インストール方法 

HiRDB/Single Server（３） 

⑨インストールが完了しました。 

付録-３． 
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インストール方法 

Executer（１） 

①インストール開始画面が表示されます。 

②名前等を確認します。 

③インストールディレクトリを選択します。 
 演習ではマルチHiRDB構成なので、識別子で判別できるパ 
 スを作成し、インストールします。 

マシンに旧バージョンのExecuterがインストールされている場合は、一旦アンインストールしてから開始してください。 

付録-４． 

④アイコンを追加するプログラムフォルダを選択します。 
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インストール方法 

Executer（２） 

⑥インストールが完了しました。 

付録-５． 

⑤Windowsファイアウォールの設定を有効にしている場合，例外 
 リストにHiRDBが使用するポート番号やプログラムを登録する 
 必要があります。 
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インストール方法 

CM-Server（１） 

①インストール開始画面が表示されます。 

②名前等を確認します。 

③CM-ServerをインストールするマシンのIPアドレスを入力します。 
 演習では、127.0.0.1を指定しています。 

④CM-ConsoleからCM-Serverへ接続するためのパスワードを入力します。 
 演習では「manager」と入力しています。 

付録-６． 
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インストール方法 

CM-Server（２） 

⑤参照のみ可能な一般ユーザのパスワードを入力します。 
 

⑥CM-ConsoleからCM-Serverへ接続するためのポート番号 
 を入力します。演習では、デフォルトの値を使用しています。 

⑦CM-Serverへ接続するCM-Consoleの数を指定します。 
 演習では、デフォルトの値を使用しています。 

⑧自動検索の設定を行います。 
 通常は、「行わない」（デフォルト設定）を選択してください。 

付録-７． 
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インストール方法 

CM-Server（３） 

⑨ CM-Serverで管理するHiRDBシステムの規模を選択します。 
 通常は、小規模を選択してください。 

⑩CMの管理情報の自動更新に関する設定を選択します。 
 演習では、自動で更新しない（デフォルト設定）を選択してい
ます。 

⑪Windowsファイアウォールへの登録可否を選択します。 
 演習では、登録しない（デフォルト設定）を選択しましたが、 
 Windowsファイアウォールを有効にしている場合は、登録 
 するを選択してください。 

⑫Web Consoleの使用可否を選択します。 
 演習では、使用しない（デフォルト設定）を選択しましたが、 
 Web Consoleを使用する場合は、ここで選択してください。 

付録-８． 
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インストール方法 

CM-Server（４） 

⑬インストールディレクトリを選択します。 
 演習ではデフォルトのパスにインストールします。 

付録-９． 

⑮設定を確認します。この後の、インストールでは、 
 数十分程時間を要します。 

⑯インストールが完了しました。 ⑭アイコンを追加するプログラムフォルダを選択します。 
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インストール方法 

CM-Console（１） 

①インストール開始画面が表示されます。 

②名前等を確認します。 

③CM-Consoleからデフォルトで接続するCM-ServerのIPアドレスを 
 入力します。演習では、127.0.0.1を指定しています。 

④CM-Consoleからデフォルトで接続するCM-Serverのポート番号を 
 入力します。演習では、デフォルト値を使用しています。 

付録-１０． 
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インストール方法 

CM-Console（２） 

⑤CM-Consoleの接続待ち時間を設定します。 
 演習では、デフォルトの値を使用しています。 

⑥インストールディレクトリを選択します。 
 演習ではデフォルトのパスにインストールします。 

⑧設定を確認します。 

付録-１１． 

⑦アイコンを追加するプログラムフォルダを選択します。 
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インストール方法 

CM-Console（３） 

⑨インストールが完了しました。 

付録-１２． 
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インストール方法 

CM-Agent（１） 

①インストール開始画面が表示されます。 

②Agent種別を指定します。 
 演習では、通常Agentを使用します。 

③管理するHiRDBサーバのセットアップ方法を選択します。 
 １つのマシンに複数のHiRDBをインストールする（マルチHiRDB） 
 場合は、識別子付きインストールを選択してください。 

④名前等を確認します。 

付録-１３． 
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インストール方法 

CM-Agent（２） 

⑤インストールするマシンのIPアドレスとポート番号を入力します。 
 演習では、IPアドレス「127.0.0.1」、ポート番号は（20294）を 
  使用します。 

⑥管理するHiRDBサーバのノードを指定します。 
 演習では、Single Serverを使用するため、そちらを選択します。 

⑦管理するHiRDBサーバの系切り替え構成を選択します。 
 演習では、系切り替え機能を使用しないため、未使用を選択します。 

⑧自動登録の設定を指定します。 
 演習では、自動登録を依頼しない設定にしています。 

付録-１４． 
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インストール方法 

CM-Agent（３） 

⑨管理するHiRDBサーバへ接続するための認可識別子と 
 パスワードを入力します。演習では、認可識別子「root」、 
 パスワード「root」を指定しています。 

⑩Windowsファイアウォールへの登録可否を選択します。 
 演習では、登録しない（デフォルト設定）を選択しましたが、 
 Windowsファイアウォールを有効にしている場合は、登録 
 するを選択してください。 

⑪バックアップ装置を設定します。 
 演習では、NetBackupを使用しないため、指定しません。 

⑫アイコンを追加するプログラムフォルダを選択します。 

付録-１５． 
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インストール方法 

CM-Agent（４） 

⑬設定を確認します。 

付録-１６． 

⑭インストールが完了しました。 
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インストール方法 

Tuning Advisor 

①インストール開始画面が表示されます。 

②名前等を確認します。 

③インストールディレクトリを選択します。 
 演習ではデフォルトのパスにインストールします。 

④インストールが完了しました。 

マシンに旧バージョンのTuning Advisorがインストールされている場合は、一旦アンインストールしてから開始してください。 

付録-１７． 
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インストール方法 

Configuration Assistant（１） 

①インストール開始画面が表示されます。 

②名前等を確認します。 

③インストールディレクトリを選択します。 
 演習ではデフォルトのパスにインストールします。 

④インストール準備ができました。 

マシンに旧バージョンのConfiguration Assistantがインストールされている場合は、一旦アンインストールしてから開始してください。 

付録-１８． 
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インストール方法 

Configuration Assistant（２） 

⑤インストールが完了しました。 

付録-１９． 
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他社所有名称に対する表示 
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・ AIXは，米国およびその他の国におけるInternational Business Machines Corporationの商標です。 
・ HP-UXは，Hewlett-Packard Development Company, L.P.のオペレーティングシステムの名称です。 
・ OracleとJavaは，Oracle Corporation 及びその子会社，関連会社の米国及びその他の国における登録商標です。 
・ Linuxは，Linus Torvalds氏の日本およびその他の国における登録商標または商標です。 
・ Microsoftは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。 
・ Microsoft Excelは，米国Microsoft Corporationの商品名称です。 
・ UNIXは，The Open Groupの米国ならびに他の国における登録商標です。 
・ Windows Serverは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。 
・ Windows Vistaは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。 
・ Windowsは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。 
・ その他記載の会社名，製品名は，それぞれの会社の商標もしくは登録商標です。 
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